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は上めに

道路標識は安全で円滑な交通を確保し，道路や施設，地名など

を案内するうえで，なくてはならない道路附属物である。運転免

許取得者の増加や高齢化，国際化など社会状況も著しく変化し，

道路そのものも多様化してきている。

又，各自治体等が「街づくり」や「サイン・システム計画」を

立案し，実施されつつある状況の中で，交通はその基本的な役割

を担うとともに，道路標識の重要性が見直されてきた。昭和61年

1o月に標識今が改正され，翌年１月には道路標識設置基準・同解

説もこうした社会変化に対応すべ<改訂された。

本書は道路標識の設置に関係している方々がその設置について

の考え方を統一され，又詳細についての検討をする為の資料とな

るように作製したものである。標識を整備し，安全で快適な道路

案内が行われるよう，関係者の努力を切望するとともに，そうし

た方々の参考となれば幸いである。

㈹全国道路標識・標示業協会

関東支部支部長神田順三郎
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第１章総則

１－１基準の目的

本手引き書は「道路標識設置基準同解説」を基本に地域性を考慮した運用方

法を定め道路標識の合理的整備を図ることを目的とする。

＜解説＞

道路標識設置基準同解説（以下「基準」という）ては道路標識について一

般的な技術基準を定めている。

本手引き書はこれらの点を整理して基準の統一的運用を図ることを目的とする。

１－２適用の範囲

本手引き書は道路法上の道路に道路管理者が道路標識を整備する場合に適用

する。

＜解説＞

本手引き書は既設標識の維持修繕等においてもこれを準用することが望ましい。

１－３用語の定義

本手引き書において次にあげる用語の意義はそれぞれ当該各号に定めるとこ

ろによる。

１）道路標識「道路標識区画線及び道路標示に関する命令」（昭和３５年

１ 



総理府建設省令第３号以下「標識今」という）に規定された標識をいう。

2）標示板，道路標識の様式を標示した板で本標識板（標識令第３条）お

よび補助標識板の標示板をいう。

3）一般道路とは高速道路等以外の道路をいう。

＜解説＞

「道路標識」は標識令第１章に規定されているもので案内標識，警戒標識，

規制標識，指示標識，以上「本標識」と補助標識とに分類され，それぞれの

種類，設置場所，様式，設置者が規定されている。

道路上には，これらのほか道路や交通の状況に応じて案内注意喚起指導用

の看板類が設置されている。そのため本基準は「標識今」の規定を受けてい

る標識のみを道路標識と呼ぶこととする。

１－４道路標識の法律上の根拠

（１）道路法第４５条

１．道路管理者は道路の構造を保全し，又は交通の安全と円滑を図るため，

必要な場所に道路標識又は区画線を設けなければならない。

２前項の道路標識および区画線の種類，様式及び設置場所その他の道路

標識及び区画線に関し必要な事項は総理府令，建設省令で定める。

（２）道路交通法第４条第１項，第５項

（公安委員会の交通規制）

１．都道府県公安委員（以下「公安委員会」という）は道路における危険

を防止し，その他交通の安全と円滑を図b，又は交通公害，その他の道

路の交通に起因する障害を防止するため必要があると認めるときは，政

令で定めるところにより，信号機又は道路標識を設置し及び管理して交

２ 



通整理，歩行者又は車輌等の通行の禁止その他の道路における交通の規

制をすることができる。この場合において緊急を要するため，道路標識

等を設置するいと蚕がないとき，その他道路標識等による交通の規制を

することが困難であると認めるときは，公安委員会はその管理に属する

都道府県警察の警察官の現場における指示により，道路標識等の設置及

び管理による交通の規制に相当する交通の規制をすることができる。

２．道路の標識等の種類，様式，設置場所，その他道路標識等について必

要な事項は，総理府令，建設省令で定める。

(3)道路法第４５条第２項および道路交通法第４条第５項により「道路標識，

区画線及び道路標示に関する命令」が定められている。

１－５道路標識の種類

(1)案内標識

区，市町村の境界，目的地への方面，方向，距離，著名地点等交通の目

標を明らかにし，道路上の位置を教示するとともに通行者の利便のため必

要な沿道に関する各種の案内を行う。

(2)警戒標識

交差点，道路の屈曲，踏切bの所在等危険な箇所を予告する。

(3)規制標識

通行止め，駐車禁止，最高速度制限等交通上の禁止制限又は指示を示す。

(4)指示標識

大部分は公安委員会が設置する

::::::：鰯雲…にf難
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１－６設證者の区分

道路標識の設置にあたっては標識令第４条の規定により，

（１）道路管理者が設置するもの

（２）都道府県公安委員会が設置するもの

（３）道路管理者又は都道府県公安委員会が設置するもの

の３種類に区分された表１－１のとおり定められている。

１－７公安委員会が所管する標識との関係

道路法及び道路交通法における道路管理者と公安委員会との調整措置は道

路法第９５条の２及び道路交通法第１１０条の２第３項により行うものとされ

ている。近年における道路交通管理の多様化に伴い，道路管理者と公安委員

会のより一層緊密な連携が必要とされる情勢にかんがみ設けられたものであ

り，次の事項について意見聴取及び協議を行わなければならない。

１－８意見聴取事項

（１）意見聴取事項

込画線（道路標 路標７１Ｗ

6のに限る）の設藺 ､Ｃｌ 

亘の道路標

圃竹の禁止制限（第46条第１１路側帯の造路標

黄匪iT歩道の道路標調

疋差`点及びその付近の猶路‘

６ 

道路管理者が公安委員会の意

見をきくこととされている事項

(道路法第95条の２第１項）

公安委員会が道路管理者の意見をきく

とととされている事項

(道路交通法１１０条の２第３項）

区画線（道路標示とみなされ

るものに限る）の設置（第4５

条第１項）

通行の禁止制限（第46条第１

項又は第３項）（第47条第３

項）横断歩道橋の設置

車道を区画する道路標示のうち以下の

もの

車道の道路標示（第２条第１項第３号）

路側帯の道路標示（第２条第１項第３

号の４）

横断歩道の道路標識等（第２条第１項

交差点及びその付近の道路の’第４号）



部分の改良（令第38条の２）

（角の切取り，車道又は歩道

の幅員の変更及び交通島又は

中央帯の設置）

車輌通行帯の道路標示（第２条第１項

第７号）

道路標識等による通行の禁止（第８条

第１項）

道路標識等による歩行者の横断禁止

（第13条第２項）

道路標識等による道路の中央以外の部

分の中央線としての指定（第17条第４

項）

急勾配のまがりかど付近の通行方法

（第１７条第５項第５号）

車輌の通行の用に供しない部分の道路

標識等（第17条第６項）道路標識等に

よる自転車の歩道通行（第63条の４第

１項）

道路標識等による政令で定める最高速

度をこえる最高速度（第22条第１項）

道路標識等による最低速度（第23条）

(2)協議事項

７ 

道路管理者が公安委員会と協

議することとされている事項

（道路法第95条の２第２項）

公安委員会が道路管理者と協議すると

ととされている事項

(道路交通法第１１０条の２第４項）

自動車専用道路の指定（第4８

条の２第１項又は第２項）

自動車専用道の区画線（道路

標示とみなされるものに限る｡）

の設置（第45条第１項）

通行の禁止制限（第46条第１

項第３項）

意見聴取事項とされているもののうち

以下のもの

道路標識等による右側部分にはみだし

追越しの禁止（第17条第５項第４号）

道路標識等による追越禁止（第30条）

道路標識等による徐行（第42条）

道路標識等による最低速度(75条の４）



(3) 各標識との調整事項

1）案内標識と規制標識との調整

方面，方向を標示する案内標識では，交通規制によりその矢印の方向

に進行できないといった場合が考えられるが，このような場合は次のよ

うに調整する必要がある。

Ｌ公安委員会が道路交通法第４条第１項に基づき同法第６条第１項に

規定する通行の禁止等の規制を行おうとするときは当該道路の管理者

の意見を聴くこと（同法第１１０条の２第３項）になっているので，そ

の際に当該道路管理者は当該道路に関する案内標識（当該道路に交差

する道路に設置され，道路管理者を異にする場合が多い。）について，

標示する内容と規制の内容とか矛盾しないか点検し，必要があれば当

該案内標識の管理者に必要な措置を執るよう連絡することとする。

２．案内標識の設置にあたっては，必要に応じて「規制予告（４０９－Ａ，

Ｂ）」を標示する指示標識の共架，もしくは標識令に規定された設置

場所に適合する場合に限り規制標識の共架をすることができることと

する。

終日規制のかかっている箇所の方面方向は案内しない。（図１－１）

時間規制のかかっている箇所で公安委員会の要請があった場合は（図１－２）
のように方面方向を案内する。

●
●
 

I 都立川市街

三,木＋●
宵梅福生

八王子＋鵜
この先300ｍ

300ｍ 

(409-Ａ）（108-Ａ） 

図１－１ 図１－２

８ 



2）警戒標識と規制標識との調整

規制標識は通行方法についての指定・制限等を標示することがその原

因については明記されない。したがって通行者に対し運転等についての

適切な判断を期待するうえで警戒標識を組合せて設置することが有効な

場合もある。

交通の規制が主として道路の構造上の要求から行なわれる場合（たと

えば道路の前方が屈曲しているために最高速度の指定を行なう場合など）

には，必要に応じて警戒標識と規制標識を併設することが望ましい。

（図１－３）

なおこの場合，両標示板の面積をほぼ等しくするよう拡大を考えるこ

とが望ましい。又建築限界のことから設置位置に十分注意すること。

＜資料１参照＞

の

|’ 

図１－３

また「最高速度（３２３）」が設置されている最高速度の規制区間内に

おける急カーブ地点等に，この速度と異なる安全速度の標示（警戒標識

の補助板「注意事項（５１０）によるもの」）をする場合，両標識が近接

して設置されていると運転者の判断を迷わしめることもあるので公安委

員会と連絡調整するとともに標示速度および設置位置の決定には十分注

意しなければならない。なお安全速度の標示は最高速度の標示と同じか

９ 



もしくはそれ以下としなければならない。

3）道路法に基づく規制標識と道路交通法に基づく規制標識との調整

道路法に基づく規制標識と道路交通法に基づく規制標識とが互いに競

合，重複するような内容である場合には，通行者に対し簡潔に規制等の

内容が伝わるよう標識を設置する必要がある。

たとえば，自転車歩行者専用道路（道路法第４８条の７第２項）の標

識（３２５の３）と自転車の通行を認めた歩行者用道路（道路交通法第４

条第１項，第８条第１項および第９条）の標識（３２５の３）といったよ

うに，道路法に基づく規制標識と道路交通法に基づく規制標識とが同じ

標識で，互いに競合，重複するような内容である場合には，通行者に対

し規制の内容が簡潔に伝わるよう，標識設置にあたっては道路管理者と

公安委員会との間で協議し，適切な措置をとることが必要である。

－１０－ 



第２章道路標識

２－１案内標識

案内標識は，道路に沿って方面，方向，行先地名や距離，路線番号，道路

通称名等，必要な地点や施設を表示し，交通を安全，円滑速やかに目的地へ

到達させることを目的とするものである。

＜解説＞

案内標識は下図のように「経路案内」と「沿線案内」に大別される。

告［辮鰯:蕊L撚忍漂舎(108-3）

巖E鑿:繍撫墓約，
「（５１１）方向付」

鱈ﾓ襄雛》>露蕊辮皿…）

正篝蝋騨辮…Ｄ１ｉｐ 

界ｆ羅聰議肌1A）

部ｆ鑿蕊(1):茂削B）

繩-E識馳鰄塁嗅）

案内標識

著名地点（１１４－Ａ．Ｂ）
主要地点（１１４の２－Ａ。Ｂ）
道路の通称名（１１９－Ａ・ＢＣ）

待避所（１１６の３）
駐車場（１１７－Ａ）
非常電話（１１６の２）
管理区間を表示する機械
工事事務所及び維持出張所を表示する標識
通行規制区間を表示する標識
登坂車線を表示する標識

…に…職壬静着蝋
国道情報連絡所

内

－１１－ 



案内標識の設置種別及び地点名表示方法２ ２ 

案内標識の設置種別
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方面及び距離
（１０６－Ａ） 

国道番号（１１８）

都道府県道番号
（１１８－２） 

道路の通称名
（１１９－Ａ．Ｂ･Ｃ） 

|E］ 
区市町村（１０１）

都府県（１０２－Ａ）

'2 
著名地点

（114-Ａ･ＢＣ） 

主要地点

（１１４－２AB） 

著名地点

（１１４－Ａ．Ｂ･Ｃ） 
主要地点

（１１４－２ＡＢ） 

補助板による現在地名

標示

1N 
著名地点（１１４－Ａ.Ｂ・Ｃ）
待避所（１１６の３）駐車所（１１７－Ａ）をわり道（１２０－Ａ.Ｂ）建設事務所の管理
区間，国道情報連絡所，除雪ステイション，チェーン着脱所，除雪基地，通行規
制区間，曲線補助視測，登坂車線表示，トンネル非常時に関する標識，
地点標（距離標）

1２ 

確認

方面及び距離

(１０６－Ａ） 

国道番号

(１１８） 
都道府県道番号

(１１８の２）

道路通称名

(１１９－Ａ．Ｂ･Ｃ） 

指示誘導

方面方向及び距離

(１０５－Ａ．Ｂ･Ｃ） 

方面及び方向
(１０８の２－Ａ．Ｂ）

方面方向及び道路の通

称名（108の４）
国道番号，都道府県道

番号（１１８)(118の2）

予告

方面及び方向の予告

(108-AB） 

方面方向及び道路の通
称名（予告付）

(108の３）
国道番号・都道府県道

番号（118)(118の2）



２－３経路案内

（１）交差点の予告案内（１０８－Ａ．Ｂ，１０８－３）

交差道路の方面，方向をあらかじめ案内する必要がある交差点には，

「方面及び方向の予告（１０８－ＡＢ）」雀たは「方面・方向及び道路の通

称名の予告（１０８－３）」を交差点の手前１５０ｍ～３００ｍ以内の地点にお

ける左側の路端，車道の上方左たは中央分離帯に設置して，交差道路の

方面，方向およびその分岐点左での距離を案内するものとする。

(2)交差点の指示案内（１０５，１０８－２，１０８－４）

交差道路の方面，方向を案内する必要がある交差点には，「方面，方

向及び距離１０５－ＡＢＣ」，「方面，方向（１０８－２－Ａ．Ｂ）」または「方面

・方向及び道路の通称名（１０８－４）」を，交差点手前１５０ｍ以内の地点に

おける左側の路端，車道の上方，中央分離帯若しくは交通島，蚕允は交

差点における進行方向の正面の路端に設置して，方面，方向，距離，経

由路線番号を案内するものとする。

工事等のため，まわり道を示す必要がある交差点には「まわり道（１２０

－ＡＢ）」を設置して，蚕わり道等を案内するものとする。

１０８系統を表示する標識

板面表示方法

交差形状を表示するものにあっては，交差形状はできうる限り正確に標

示することを原則とする。

但し，道路利用者に不安や誤解を与えない程度の変更は，板面レイアウ

－１３－ 



ト上さしつかえない。又，交差形状よりむしろ交通流に合わせた方かわか

りやすい場合は，交通流に合わせた標示方法をとるのかよい。

＜解説＞

①交差形状の表示例

○ × 

０が90゜に近い場合は，９０．にして表示する｡

②立体交差の表示例

a）立体交差形状を表示する場合

板面表示は，交差点形状を正確に表示しているが，この標識を利

用する車両は，対向車線用の連結路を直接には通らないので，当該

連結路の表示は不要である。

○ Ｘ 

斥[平

－１４－ 



b）複雑な立体交差又は連続立体交差 圧
、
回
顧

Ｃ 
⑥地点

Ｂ 、
⑥地点

ＵＤＩ。

Ａ Ｅ 

⑥ 

⑥地点

⑤’。

③ＩＣ 

③地点

分岐地点への衝突事故が多発するなど，分岐地点をより明示する

必要がある場合，又は１つの標識より複数の標識で案内した方が有

利な場合は，複数の標識で案内する。

走行車線がわかりにくく，分岐地点への衝突事故が多発する場合，

⑥地点にさらに標識を設置すると効果が大きい。

回T回

疋

⑪地点

Ｃ③地点

－１５－ 



(3)確認標識（方面および距離）（１０６－A）

長距離交通の多い主要な道路の単路部および主要な交差点の流出部で，

方面および距離を案内する必要がある場合には，「方面及び距離（１０６

－Ａ）」を左側の路端，車道の上方，中央分離帯または交通島に設圃し

て，進行方向の方面およびそこに至るまでの距離を案内するものとする。

＜解説＞

設置間隔は都市の間隔，道路の状況，沿道の状況，交通の質などによ

り異なるが，おおむね２．５～５ｋm程度の間隔に設置するのが望ましい。

距離表示は，標識の設置場所から案内している目標地の中心地点まで

の道路に沿った距離とする。

目標地の中心地点とは，通常区・市役所若しくは町村役場の正面地点

とする。

ただし，地域の状況，その他特別の理由によりやむを得ない場合にお

いては，主要交差点，駅，繁華街，その他当該区市町村内の代表地点とする。

距離はk､未満を四捨五入して，ｋm単位で表示するものとする。ただし

距離が１ｋm未満の場合は，小数点第１位まで表示するものとする。

国道では矢印の中に国道番号

を表示する。

１０６－Ａ 

－１６－ 



(4)交差道路の通称名を案内する標識

交差点の予告・指示案内標識のうち，交差道路に通称名がある場合は，

矢印の中に，交差する道路の名称を表示する。

國因

道路通称名入り

標識

１０８－４ 
1０８－３ 

(5)一般道路の標識と高速道路等の標識との合体表示

高速道路等の標識のうち「入口の方向（１０３－Ａ．Ｂ)」，「入口の予告

（１０４）」案内を，高速道路の略称名として，交差点の予告，指示案内標

識の中に表示することとする。略称名は緑地に白文字で表示する。

合体標識

i曰＝ｉＲ

i【Ⅸ皿

－１７－ 



(6)路線番号標識

案内すべき路線番号のある道路の単路部および主要な交差点付近には，

国道にあっては「国道番号（１１８）」を左側の路端，車道の上方，中央分

離帯または交通島に設置して道路種別および路線番号を表示するものと

する。

く解説＞

おおむね１ｋm～２ｋm間隔を標準とするが，市街部においては必要に応

じて設置箇所を増やすことが望ましい。

路線番号標識の補助標識

国道番号標識「（１１８）」には，補助標識を添架し，現在位置名を標示

することとする。

＜解説＞

国道番号標識に添架する補助板には，白地に黒で表示する。

率

Ｌ
Ｆ
 

ｊ
「

』、

交差点直後の設置例

－１８－ 



(7)道路の通称名標識（１１９－ＡＢＣ）

案内すべき道路の通称名のある道路の単路部および交差点付近には’

「道路の通称名（１１９－ＡＢＣ）」を左側の路端雀たは交差点における進行

方向の正面の路端に設置して，道路の通称名およびその方向を表示する

ものとすろ。

く解説＞

との標識は，道路の通称名のある道路の交差する付近および単路部の

道路上の運転者または歩行者に道路の通称名を表示するものである。

’ 
(１１９－Ａ） (１１９－B） 

道路の通称名 (１１９－C） 

種類及び使用区分

－１９－ 

｜青山通り一
￣ 

－ 

青山通り
Aoyamadori 

］ 
》

「

Ｌ 

青山通り １ 

Aoyamadori」
》

種類 使用区分

Ａ 
道路通称名のある道路の起終点。

道路通称名のある道路が交差点で屈折している場合。

Ｂ 道路通称名のある道路で上記以外の交差点の場合。

Ｃ 道路通称名のある道路の単路部。



芋皿通赫……〃〃'〃iZ諺’1〃'〃''１

おおむね２５０ｍ間隔

２－４沿道案内

（１）行政境界標識

区市町村の境界には「区市町村（１０１）」，都県の境界には「都県（１０２

－Ａ）」および「区市町村（１０１）」を道路の左側の路端，車道の上方雀

たは中央分離帯に設置して，当該区市町村名または都県名を都県章，区

市町村章マークを入れ表示するものとする。

設置場所は，実際の境界線上を原則とする。境界線上に設置できない

場合は，その前後３０ｍ以内に設置するものとする。ただし，境界が長

大な橋やトンネル等で境界付近に設置することが困難な場合は橋，トン

ネル等を通過して案内区市町村等の側へ出た所の見やすい場所に設置す

ることができる。また道路が境界になっていたり，交差点あるいは交差

点付近が境界となっている場合は，実質的な境界の場所や他の案内標識

または規制標識の視認性を妨げない場所に変更することが必要である。

在允，道路幅が狭い時には，片側に設置（両面式）するとよい。

－２０－ 
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境界が長大橋上の場合原則

弓岸
ｑ 
Ｌ｣ 

境界が交差点左たは
交差点に近い場合

境界と道路が真近で入
りくんでいる場合

境界か道路上にある場合

表示内容

区市町村等の固有名の後には必ず，区，市，町，村，都，県を標示

するものとする。

都県境界

都県境界は，同時に区市町村の境界で

もあり，両者の標示を必要とする場合も

あるが，この場合は両者を１枚の標示板で

は標示せずに，「都府県１０２－Ａ)」を「区

本東京都

OiiP立川市

市町村（１０１）」の直上に配置し，２枚の標示板で標示するものとする。

この場合，都府県を標示する文字は，区市町村を標示する文字よりも

大きくしてもよい。なお，標示板の長さは長い方に合わせて，同一に

すると見ばえがよい。文字の前には，定められた紋章を表示するもの

とする。＜資料２参照＞

(2)著名地点標識

著名地点および著名地点の分岐点等においては「著名地点（１１４－Ａ.Ｂ)」

－２１－ 



を道路の左側の路端，車道の上方又は中央分離帯に設置して，著名地点も

しくはその方向をシンボルマーク，ローマ字を入れて案内するものとする。

対象施設例

(3)歩行者用の案内標識

「著名地点（１１４－Ｂ）」で行う。この標識は，住居案内板，住居表

示街区案内図，駅などにある案内図，電柱に書かれている地先名などと

一体となって案内を行うことを目的として設置されるものであり，歩行

者の多い都市部の駅，バス停などの周辺の道路に設置するものとする。

文字高さは１０ｃｍを標準とし，ローマ字，シンボルマーク表示を原則と

する。＜資料３参照＞案内する施設が多い場合，一つの柱に数枚並べ

て設置する。

－２２－ 

分類 例

交通施設 駅，バスターミナル，市場，流通センター，港湾，空港

文化施設
公園，遊園地，動物園，植物園，庭園，霊園，墓地，博物館，美術館，絵

画館，図書館，資料館，公会堂，文化会館，劇場

名所..|日跡 神社，仏閣，寺院，教会，史跡（城祉，墓，貝塚，碑，古戦場）

観光地
展望台，タワー，洞窟，沼，他，湖，滝，谷，名木，河川，橋，峠，ダム

その他の名所

， 

公共（勘
施設

大使館，公的地方のサービス機関，病院，学校，警察署，消防署，郵便局，

電話局，ホテル，ユースホステル，国民宿舎

体育施設
体育館，運動場，球技場，海水浴場，釣場，ハイキングコース，サイクリ

ンクコース，キャンプ場（山'1､屋）



＜解説＞

歩行者の目標地は，多岐にわたっており，これらの目標地をすべて案

内することは，困難である。

したがって歩行者の目印となり利用者の多い施設から選ぶこととする。

目印となる施設（地点）とは，現道に面しており，多くの人が知ってい

る，目に着きやすい公共的な施設（地点）であるということができる。

また，案内する範囲としては，歩行者が一般に歩く距離，バス停，地下

鉄などの駅の間隔を考えて，およそ１,000ｍの範囲内の施設を選び，距

離表示はおよそ’０ｍ単位で表記する。

1）案内する著名施設の選定

歩行者のための案内標識（１１４－B）で案内する著名施設については，

「道路標識の設置基準，同解説昭和６２年１月（日本道路協会）」を

参考に下記の項目に分類して，それぞれの項目毎に検討して選定する。

（a）交通機関（駅，バスターミナル，市場，流通センター，港湾，空港）

（b）公園，庭園，遊園地，動物園，植物園，霊園，墓地

に）神社，仏閣，教会，史跡，墓碑，記念碑，城跡

（｡）文化施設（博物館，美術館，図書館，公会堂，劇場）

（e）病院（医療センター，診療所）

（f）学校（公共職業訓練所，研究所）

（９）官公庁

①都，国の行政機関⑥区役所，市役所，町役場

②警察署⑦公共職業訓練所

③消防署③各建設事務所

④郵便局⑨社会保険事務所

⑤税務署，都税務署⑩労政事務所

－２３－ 
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2）標識設置位置

①駅に着目し，駅前に区市町村道があれば，駅前から伸びる道路上

の著名施設の方面方向を案内する。

②駅前に区市町村道が無い場合には設置しない。

③主要な交差点に着目し，それぞれの道路延長上にある著名施設の

案内を行う。

④著名施設に着目し，区市町村道からの案内を行う。

⑤駅から著名施設までの案内を行いながら，逆方向の駅への案内を

行う。

⑥選定された著名施設であっても，駅や主要な交差点から遠く，し

かも近くに区市町村道が無い場合は案内しない。

⑦著名施設が－つの方向に集中する場合，近くの３つまでの案内に

とどめ，逆方向の案内も入れるよう配慮する。－つの方向よりも

両方向を案内するほうが，位置関係が分りやすいからである。

③設置しようとする方向の道路上に著名施設がなく，右左折する所

に標識が建てられない場合は設置しない。

⑨幅員の広い道路などでは，両側に標識を設置する。

3）著名施設名のローマ字表記

歩行者の案内標識には原則としてローマ字を併記する。

方面方向の案内標識（１０８系）や主要地点標識（１１４－２ＡＢ）に

ローマ字を併記する場合，原則的には，地点そのものが固有名詞であ

るため，普通名詞を含む地名であっても，日本語読みをそのままロー

マ字で表記する。しかし著名地点標識にローマ字を併記する場合の表

記の方法は，施設そのものが英語名称を持っているものが多いことな

どにより，普通名詞についてはこれを英語に訳し，固有の英語名称が

－２５－ 



有ればそれを尊重する。

ａ・省略表記

歩行者の案内標識のサイズはいろいろなサイズのものを作ると繁

雑になるため，５文字以下のＳサイズ（２６０×１１５０）と６文字以上

のＬ（２６０×１５００）の二種類ときめた。これは表記する日本語の文

字数できめられるためこの左蚕英語表記するとアルファベットが収

まらないこともあり，また視認性判読性向上のため，省略表記でき

るものについては省略する。この場合，案内する施設そのものに略

称がある場合があるので（例ＹＭＣＡ）問合わせするなどの注意が

必要である。

ｂ・英語表記をする施設名

６Ｆ）市役所

Ｃｉｔｙofficeとした。Ｃｉｔｙｈａｌｌとする市もあったが，Ｃｉｔｙ

ｈａｌｌは市民会館に使うこととした。

（ｲ）区役所

Wardofficeとした。葛飾区，中野区ではBoroughoffice，

江戸川区，板橋区，練馬区ではＣｉｔｙofficeとしている。

け）福祉会館

WelfareHallとした。実際の機能用途は，集会場，会議場，

結婚式場として，多目的に利用されているが，東京都生活文化局

国際交流部外事課の発行する東京都機構一覧によった。

㈲羽田空港

HanedalnternationalAirportとした。別にHanedaAirport，

TolqrolnternationalAirport，Tolq7oAirportなどがある。

ｃ・不明な英文名については施設にもう一度確認するとよい。

－２６－ 



(4)主要地点標識

主要な交差点，主要な町・丁目，主要な橋やトンネル等交通上の主要

な目標となる地点には，「主要地点（１１４の２－Ａ，Ｂ）」を道路の左

側の路端，車道の上方，中央分離帯又は交差点における進行方向の正面

の路端に設置して，現在地の地点名を表示するものとする。

く解説＞

主要地点標識は，現在地や，通過地点を確認する為に必要な標識であ

り１０８系の方面方向の道路案内標識と共に道路利用者に無くてはなら

ない標識となっている。

しかし，現在すべての交差点に標識が整備されているわけではない。

これは，適当な主要地点がなかったり，標識が添架している道路交通信

号機の都合で取付かなかったり，信号の取替えの際に取外したままにな

っているものなどの理由によることが多い。＜資料４参照＞

このような，重要な標識は，原則として，主要な交差点には，設置す

ることとし，設置に当たっては，必ずローマ字併記をすることとする。

＜留意点＞

ローマ字併記

主要地点名のローマ字表記の方法は，原則として日本語読みをその浅

蚕ローマ字表記（ヘポン式）するものとする。

しかし，日本語読みをそのまま表記ナると，ローマ字のつづりが長く

なり視認性が悪くなったりすることもあり，雀た外来語など日本語読み

ではむしろ意味が通じない事もある。そこで，主要地点標識はつぎの様

にローマ字で主要地点名を併記することとする。（Ｂはローマ字を縦表

－２７－ 



示とする。）

ａ・読みをヘポン式で表記する

原則として，主要地点名の日本語読みを

そのままローマ字で表記する。著名施設（公共施設）名を使用した地

名については，固有名詞はローマ字，普通名詞は英文で示すことにな

っている。（道路標識設置基準同解説）

しかし，施設名称と地点名が一致している場合は，一部に普通名詞

が使われていても，普通名詞を含んだ施設名称が固有名詞となってい

ることから，施設名はそのままローマ字で表記する。

例えば，芝公園は，芝にある公園と考えればShibaparkと表記す

ることになるが，芝公園という固有名詞と考えれば，Shibakoenとなる。

千代田区役所例：Chiyodalmyakusho

小金井三小Koganeisansho

豊玉陸橋ToyotamarildO7o

石神丼高校Shakujiikoko

環七通りKan-nanadori

大山団地入口Oyamadanchiiriguchi

b・ローマ字表記の省略

視認性，判読性を考慮して，ローマ字を略しても誤解の生じない範

囲で下記の通り省略して表記する。
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tｎ丁目，番の省略

住居表示では，丁目までが町名で有り，本来切離すことはおかし

いが，標示の簡略化のため，ｃhome，ｂａｎとあえて書かない。

外神田五丁目例：Sotokanda5

東山一丁目Higashiyamal

砂川三番Sunagawa3

(ｲ）前，裏，角，入口の省略

市役所前の「前」，小学校裏の「裏」及び，高校脇の「脇」につ

いては主要地点標識がその目標地に接している場合は，ｍａｅ，ura，

ｗａｋｉなどのローマ字は省略する。

靖国神社前例：Yasukunijinja

四谷一中裏Yotsuyaitchu

深川五中角Fukagawagochu

港図書館入口Minatotoshokan

注１）ある目標物の周辺で，その施設名を二箇所以上の主要地点

標識の表示地名に使用し，末尾に「裏」，「前」をつけて二

地点を区別している場合は，ローマ字「ｍａｅ」は省略するが，

「ｕｒａ」は省略しない。

注２）「前」「裏」が表示されていても，その地点が目標物に接

しておらず，しかも目標物まで距離があり，見えない場合に

は，ローマ字表記のmae，ura，kado，iriguchiは省略しな

い。

ｂ）「東」，「西」，「南」，「北」，「入口」の省略

表示地名で「東」「西」等が地名，あるいは目標物の末尾に使用

され，その位置関係を表している場合で，目標物が見えるところや
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接しているときは，higashi，nishiなどのローマ字を省略する。

ただし，同一地名の末尾に「東」，「西」等がついて地点を区別

している場合，地点名の一部として使用されている場合は省略しな

い。

例： 銀座３北Ｇｉｎｚａ３

勝どき橋西Kachidokibashi

港図書館入口Minatotoshokan

目白坂下南Mejirosakashita

井草三丁目東Ｉｇｕｓａ３

中央公園北Chuokoen

中央公園前Chuokoenmae

中央公園南Chuokoenminami

注）橋に使用している西語，東詰等の「詰」のローマ字表記は

省略する。

葛西橋西詰Kasaibashinishi

葛西橋東詰Kasaibashihigashi

㈲区市町村名の省略

区市町村名の入った地点名で，明らかにその地域の中にいること

が分る場合，区市町村のローマ字は省略する。

例：三鷹市狐久保Kitsunekubo

八王子追分町Oiwakecho

東村山浄水場前Josuijo

c・英文表記

他の機関や施設で一般に使われており英文で表記しても，外国人，

日本人ともに理解ができると思われるものについては，ローマ字で表
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現せずに英語で表記する。

、公共的施設のうち，一般に普及している表記方法

例： 警察署PoliceSta・

郵便局ＰｏｓｔOffice

駅Sta．

（ｲ）外来語や一般的なカタカナ言葉のうち，日本人にも使いなれて

いるものについては，カタカナを英文の綴りで表記する。

例：センター Ｃｅｎｔｅｒ 

タワー Ｔｏｗｅｒ 

ホール Ｈａｌｌ 

グランド Ｇround 

ターミナル Ｔｅｒｍｉｎａｌ 

う゛_ル ＰＯｏｌ 

ニュータウン ＮｅｗＴｏｗｎ 

ホーム Ｈｏｍｅ 

トンネル Tunnel 

b）地名の末尾に「東」，「西」，「南」，「入口」等がつく場合

は日本語読みで，「higashi」，「nishi」，「minami」，「ｋｉｔａ」，

「iriguchi」と表記するが，前記(ｱ)，（ｲ)の末尾につづく場合は，

英文略文字「Ｅ」，「Ｗ」，「Ｓ」，「Ｎ」，「ＤｎｔＪで表記す

る。

例： 消防署入口 ＦｉｒｅＳｔａ・Ｅｎｔ・

ホール東ＨａｌｌＥ

センター南CenterS．
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２－５穣戒標識

警戒標識は，道路形状の予告，路面または沿道状況の予告，気象状況，その他

の注意の予告など，それぞれの目的に合わせ適切に設置されなければならない。

＜解説＞

設置の対象，種類および使用の区分，設置場所などの詳細については，

「基準」に準ずるものとなるが，必要以上に多くならない様効果的な設置

に留意する。

設置方法については路側式を標準とする。但し信号機のある交差点及び

方面方向等の案内標識が設置されている場合には，２０１－Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ

は必要としない。

デザインの追加

（１）蒸気機関車がほとんど走っていないという状況に対応するため，「踏

切あり」に電車をデザインした様式を追加された。なお設置に当って

は利用者への周知を図るため当分の間，「踏切注意」の補助標識を附

置すること。

踏切注意 動物注意 ０９－５ ０９－３ 

２０７－Ｂ「踏切あり」 ２１４－２「動物が飛び出す
おそれあり」
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２－６規制標識

規制標識は，次の場合に設置するものとする。

(1)道路法第４６条第１項もしくは，第３項または第４７条第３項の規定

により道路の通行を禁止し，または制限する場合。

(2)自動車専用道路，自転車専用道路等の入口，その他必要な場所におい

て，出入の制限の対象を明示する場合。

＜解説＞

この標識には道路管理者が設置するもの（３１９～３２２，３２５）と，道路

管理者，公安委員会双方が設置するもの（３０１～３０４，３１０，３１０の２，

３１１－Ａ～Ｆ，３２５の２～４，３２６－Ａ～Ｂ，３２９）があり，設置に当っ

ては相互に競合しあわないよう調整を図ろと共に，他の標識との内容が相

互に矛盾しないよう留意し，全体として設置効果をより高める必要がある。

２－７指示標識

道路管理者が設置する「規制予告（４０９－Ａ，Ｂ）」標識は，交通の安

および円滑を図ろために必要がある場合に設置する。

２－８補助標識

補助標識は，本標識を補充する目的で設置する。
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第３章道路の分類

５－１道路種別と道路分類との対応

各種の道路を道路網の中で果す役割に着目して，道路分類では３種類に分

類し，道路種別との対応は次表を標準とする。

●：主たる対応

この基準を適用する道路は，次の３つに分類するものとする。

(1)主要幹線道路

(2)幹線道路

(3)補助幹線道路

く解説＞

道路幅員及び横断面構成要素は道路の分類に応じて設定されるべきもので

ある。道路構造令においては道路の種類，道路の存する地域，地形及び計画

交通量により道路の区分を行っているが，この基準においては，道路がその

網体系の中で果たすべき機能に着目して，次の３つの分類を定めた。

（１）主要幹線道路

主として地方生活圏及び大都市圏内の骨格となるとともに，高速自動車

－３４－ 

道路の種別

道路分類

一般国道

指定区間 指定区間外

都県道

主要地方道 一般都県道

区市町村道

主要な

区市町村道

主要幹線道路 ● ○ 

幹線道路 ○ ● ● ○ ○ 

補助幹線道路 ○ ● ● 



国道を補完して生活圏相互を連絡する道路をいう。

(2)幹線道路

地方部にあっては，主として地方生活圏内の二次生活圏の骨格となると

ともに，主要幹線道路を補完して，二次生活圏相互を連絡する道路をいう。

都市部にあっては，その骨格及び近隣住区の外郭となる道路をいう。

(3)補助幹線道路

地方部にあっては，主として地方生活圏内の一次生活圏の骨格となると

ともに幹線道路を補完し，－次生活圏相互を連絡する道路をいう。

都市部にあっては近隣住区内の幹線となる道路をいう。

なお，ここで用いた地方生活圏及び二次生活圏の用語は建設省地方生活

圏構想（地域計画の主要課題４３年７月）において使用する用語の例によ

るもので同構想によればこれらは以下のように定義されている。

地方生活圏……ある程度の大きさをもった都市を中心として，いくつか

の二次生活圏から構成される地域をいう。

二次生活圏……大きな買物ができる商店街，専門医をもつ病院，高等学

校などかなり広範囲の利用圏をもつ都市を中心に－次生

活圏をいくつかその中に含む地域をいう。

一次生活圏……役場，診療所，中学校などの基礎的な公共施設が集まっ

ていて，それらのサービスが及ぶ地域をいう。

－３５－ 



第４章目標地の分類

４－１目標地の選定基準

１）分類

地名方式に用いる目標地（情報内容）は，地域と地点を対象にしたもの

で，次の６つに分類できる。

1．基準地

重要地の中で特に都県の中心となる都市

２重要地

①地方生活圏の中心都市（一地方生活圏で－つ）

②主要幹線道路の交差する市

3．主要地（以下に該当する地名が，目標候補地となる）

①二次生活圏の中心区，市，町，村

②主要幹線が交差する町

③主要幹線と幹線道路，幹線道路と幹線道路の交差する区，市，町，村

④高速自動車道のＩＣ・がある区，市，町，村

⑤空港がある区，市，町，村

⑥主要な港湾，鉄道の主要駅などを有する区，市，町，村

⑦大規模な工業基地，流通団地等を有する区，市，町，村

⑧その他，著名な史跡，名勝地等

４．－般地（以下に該当する地名が，目標候補地となる）

①重要地，主要地以外の区，市，町，村

②その他，沿道の著名な地名

－３６－ 



5．著名地点及び主要地点

・交差点，峠，河川，温泉，その他特殊な地点

6．行政境界

・都県界，区市町村界

１～５の分類のうち，］～３は地域を対象とし，４～５は地点を対

象にしたものである。

案内標識に用いる地名として，経路案内の目標地には主として地域

（１～３）を対象とし，特殊な場合には，著名地点及び主要地点を用

いる。一方，地点案内には，地点（４～５）を対象とし，これらは

標識番号（１１４）系統，（１０１）及び（１０２）の標識で案内され

ろ｡

2）経路案内に用いる地名の選定

経路案内の目標地として用いる地名は，前途の条件に合う地名（目標候

補地）の中から，標識を設置する道路の性格，周辺の道路網，目標候補地

の間隔などを考慮して，適切に選択しなければならない。また，地名の選

定にあたっては，案内標識相互の一貫性を保つことが重要であるため，道

路管理者はその管理する道路と管轄外の道路との間で案内の連続性が保た

れるよう関係する他の道路管理者と十分に連絡調整をすることが必要であ

ろ。

－３７－ 



第５章目標地の採用基準

目標地の採用は，道路の分類に応じ次を標準とする。

１．．第１ランク……原則として用いる地名

○第２ランク……２地名表示の場合に用いる地名

●基準地使用……１０６標識で３地名の場合に用いる地名

２補助幹線道路で目標が第１ランク（一般地）の糸の場合は，当該路線の起終点又は

接続する上位路線（重複している場合も含む）の目標地を第１ランクとして用いるこ

とができる。

５－１目標地の表示基準（表示の原則）

案内標識は，表示の連続性を保つ上から同一路線上では，予告，指示，確

認標識は同一地名を用い，一度表示した地名は目的地に到達するまで表示す

ろｏ

また交差点で他の路線（右左折）の表示地名についても同様に表示するこ

とを原則とする。表示方法は以下による。

(1)予告，指示標識に表示する目標地は，当該路線上の直進方向では２地名

又は１地名表示とする。また交差する道路の方向の地名は１地名表示で直

近の第１ランクの地名を表示することを原則とする。

なお当該路線上の交差点で直進方向を２地名表示する場合は横２列に表

－３８－ 

基準地 重要地 主要地 一般地

主要幹線道路 ● ◎ ○ 

幹線道路 ◎ ◎ ○ 

補助幹線道路 ◎ ◎ ◎ 



示すろ。その場合，左側は直近第１ランク地名（遠くの目標地名）を，右

側は直近第２ランク地名とする。ただし直近第１ランク地名が直近第２ラ

ンク地名より当該路線上近地点である時は，右側に直近第１ランク地名を，

左側にその次の第１ランク地名を表示する。

また，当該路線が交差点で屈折していて，当該進入方向に２地名表示す

る場合は，縦２列に表示する。その場合，上段は直近第１ランク地名を，

下段は直近第２ランク地名とする。ただし，直近第１ランク地名が直近第

２ランク地名より当該路線上近地点である時は，下段に直近第２ランク地

名を，上段にその次の第１ランクを表示し，遠近差を重視する。

(2)確認標識に用いる目標地の地名表示の他に上位道路等主要幹線の路線名

を案内することができる。又，路線番号でも表示することができる確認標

識に表示する目標地は２地名を原則とする。ただし，主要幹線道路で特に

遠距離より基準地を表示する場合は３段表示する。なお，表示地名の配列

順序は前述の予告，指示標識と同様とし，基準地は最上段に表示する。

(3)目標地は，その地名が表わす行政区域の区域外で使用する。ただし行政

区域内であって非市街部から使用する場合は「○○市街」又は，市街部に

特別主要地を設ける。

方面案内で使用する一般地の中の著名地点は，その行政区域内に入って

から用いることを原則とする。
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道路の分類

－４０－ 

機能 道路の性格 道路

主要幹線となる道路
○都内交通を地区から地区

へ導く

○隣接県からの交通を都内

へとみちびく

○都内の交通を隣接県へ導
〈

○首都圏の主なる都市を相互

に結ぶ連続的な道路

○都内を広域に移動する交通

が多い道路

○都心から隣接県まで連続し

ている道路

○国道の全部

○目白通り，新目白

通り ， 青梅街道，新

青梅街道

○府中街道

○奥多摩街道

多摩街道街道

, 

, 

○主な環状道路

新奥

幹線となる道路
○主要幹線となる道路から

補助幹線となる道路へ導く

○主要幹線となる道路と主要

幹線となる道路で囲まれた地

区へ流出入する交通の多い道

路

○主要となる幹線道路を相互

に連続的に結合している道路

○通称名がつけられており，

よく知られた道路

○通称道路名のつい

た路線

○一般都道のうち，

幹線と見なすことが

出来る路線

補助幹線となる道路
○幹線となる道路から目的

地へ導く

○目的地から幹線となる道

路へ導く

○地区あるいは著名施設（区

役所，市役所，駅など）の出

入りに利用され，通過交通が

少ない道路

○通称名の付いていない一般

都道

○一般都道



道路の分類と目標地

(注)◎第一ランク原則として用いる地名。

○第二ランク２地名表示の際に用いる地名。

゜重要地

・副都心，及び心となる地区

・２３区に於ける生活圏の中心地

・東京国道工事事務所との協議により決めた地名

・三多摩地区に於ける生活圏の中心地

・主要幹線となる道路と主要幹線となる道路とが交差する結節点

・主要幹線となる道路上にあり知名度があり，なじみのある地区

゜主要地

・２３区内に於ける重要地に含まれない生活圏の中心地

・三多摩に於ける重要地に含まれない生活圏の中心地

・主要幹線となる道路と主要幹線となる道路とが交差する結節点

・主要幹線となる道路上にあり知名度があり，なじみのある地区

･準主要地

・二次生活圏の中心市町村

･主要幹線となる道路と幹線となる道路，幹線となる道路と幹線となる

道路との交差する結節点

－４１－ 

重要地 主要地 準主要地 一般地

主要幹線となる道路 ◎ ○ 

幹線となる道路 ◎ ◎ ○ 

補助幹線となる道路 ◎ ◎ ◎ ◎ 



・幹線となる道路上にある著名地点ならびに，知名度のある公共施設

（橋，公園）

。=多摩地区における著名な史跡，名勝地

・一般地

・補助幹線となる道路と補助幹線となる道路が交差する地点の町名

・道路上に於ける著名な町名，１日所史跡名勝地

・市町村における知名度の高い公共施設

・道路通称名

目標地の標示

１０８系の道路案内標識は直進２地名を。右，左はそれぞれ原則として

１地名表記とする。

表記する目標地は，道路の分類に応じて異なる。すなわち主要幹線と

なる道路には重要地と主要地。幹線となる道路は重要地，主要地，準主

要地。補助幹線となる道路は重要地，主要地，準主要地，一般地と細か

な目標地まで案内する。

ａ，直進２地名標示の方法

㈲主要幹線となる道路

Ｌ最も近い重要地と最も近い主要地の２地名

２．２番目に近い重要地と最も近い重要地の２地名

３．２番目に近い主要地と最も近い主要地の２地名

（ｲ）幹線となる道路

１．最も近い重要地と最も近い準主要地

２最も近い主要地と最も近い準主要地

３．２番目に近い準主要地と最も近い準主要地

け）補助幹線となる道路
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１．最も近い重要地と最も近い一般地

ｚ最も近い主要地と最も近い一般地

３．２番目に近い準主要地と最も近い一般地

ｂ・左右目標地の標示方法

例交差道路が主要幹線となる道路の場合

左右とも最も近い重要地か主要地の－地名

ｈ）交差道路が幹線道路の場合

左右とも最も近い主要地が準主要地の一地名

け）交差道路が補助幹線道路の場合

左右とも最も近い準主要地か一般地の一地名

ｃ・標示時の留意点

最も近い目標地といっても，設置場所がその目標地のエリアにはいって

いる場合は，その先の目標地を最も近い目標地として表示する。

都心では，選定された目標地が非常に密なため最も近い目標地が非常に

接近している場合がある。この場合は，その先の目標地を最も近い目標地

として表示する。

。、路線別目標地

く資料５参照＞
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５－２系統的標識のレイアウト

目標地の選定の例

０基矩自助…醜路。 更地

裏地
股地

ＤＴ②Ｉ③Ｔ③ 

＝０－．弓一○一○－－０キー⑥②￣＝ 

幹線in囲

鉾敏迅風

｡’０ 幹釦Ⅲ 路

｡ 
(主Ｉ

ｃ
ｇ
）
 

［旧い闇旧Ⅱ］⑤爾画園
②③④ 

戯
￣､－￣ 
－ 

９ 
－ 

名表示(２段）

５－５路線外延伸方向の表示

路線の起終点で新しい路線を延伸して表示する場合の路線の選定は，地域

の走行形態，道路幅員，交通量等を勘案して総合的に判断し決定する。なお

決めがたい場合は以下を目安として判断する。

（１）道路種類の上位を採用する。

（２）道路が同格の場合は，路線番号の小さい数字の路線を採用する。

－４４－ 



路線外延伸方向の表示例

起

ａ)の拐合

の変示）

図(…………廟…,’
四(鼈…………………！

Ｘ路線が当放路釦と同格･…・・ｂ)の場合

回

５－４距離表示

◎距離表示は１０５，１０６標識において行うことを原則とする。

◎目標地までの距離は，標識設置地点から目標施設の最近地点（交差点等）

までの距離に加算距離を加えた距離とする。その場合，標識設置位置から

最近地点までは実測によることを原則とする。

◎距離はKzz単位に四拾五入するが，前後の既設標識の表示距離と不整合が

生じないように注意する。

５－５特殊な場合の表示

◎道路の分類で上位路線と下位路線が重複している場合，下位路線の案内

は上位路線までとし，重複区間の両端の接節部を下位路線の起終点とみな

して目標地を選定する。

◎同格の道路どうしの重複区間は，原則として路線番号の小さい道路の案

－４５－ 



内を優先させる。

◎当該路線の優先させる道路との合流における案内は，それぞれ路線の直

近第１ランク地名を用いて表示し，分流部で用いた直近第１ランク地名と

整合させる。

重複区間の表示例

識
乳／

。－゜ ○一○
ツ

いの鍋合[=}鬮橘の遭路｝｡)の鳩合[=工繍］

･四

・厘コ

．Ｅｎｌ辮熱）

､函(繍蕊ｗ）

セコ
③ 

回

◎同一地点に向う場合の表示

当該路線から分岐している道路で案内すべき目標地が，当該路線と同一

の場合，分岐道路の方向への案内は経由する地区名，施設名等を表示する。

バイパスの場合は，旧道方向に市街地名等を，バイパス方向には次の直

－４６－ 



近第１ランク地名を用いて２段表示し併せてバイパス名を表示する。

同一地点に向う場合の表示例

① 

曰 。

パイパ

、
〈
（
、
八
Ｍ
八
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第６章文字の表示基準

道路案内標識に表示する漢字・仮名・ローマ字，及び数字の字体と書体

の標準化を行ない，統一された，美しく読みやすい文字を表示する。

６－１漢字及び仮名の書体

漢字及び仮名の霄体は次の例示の通りとする。

青地に白文字の場合…………表６－１（ナールＤ）

白地に青文字の場合…………表６－２（ナールＤＢ）

文字の形態は正体（縦と横の比が１：１）を原則とする。ただし，表示板

のレイアウト及び設置条件から，やむを得ない場合に限り，長体文字を用い

ることができるものとする。

長体文字は，長体１番（横幅が縦の長さの約９０妬），又は長体２番（同

８０筋）のいずれかとする。

一つの標示板では，同一方向の二地名表記は，原則として同一のものを用

いる。

変形文字の寸法
0.9ｈＯ８ｈ ｈ 

ｈ 

O９ｈ 

Ｏ８ｈ 

－４８－ 

正体正体
長体
1番

ノ

平体
1番

／ 



文字はレターフェイス（文字が作り出す空間を含めた大きさ）による。

(図６－１）

表６－１

表６－２

図６－１

レターフェース

可

、
『

－４９－ 



６－２ローマ字の書体

ローマ字の書体は文字の色にかかわらず表６－３の書体（ヘルベチカ・デ

ミポールド）とする。

地名のローマ字表記は長体１番を原則とする。ただし長体１番では所定の

スペースに収めることができない地名は長体２番で表示する。

同じ方向の二地名表記はおなじ長体率にする。

地名の大文字，小文字はつぎの通りとする。

(1)頭文字を大文字とし，以下小文字とする。

(2)大文字高は漢字及び仮名の１／２とし，小文字は大文字の３／４程度とする。

(8)カウンター（字間）は原則として標箪カウンター（ベタ打）を基準とする。

ただし，１０６の場合は漢字の左端とローマ字の左端を合わせる。

(4)併記するローマ字と，漢字または仮名はセンター合わせとする（図６－２）。

なお，ローマ字が多い場合は，カウンターを広げ漢字よりはみ出ないよ

うにする。

(5)長音を表わす「－」，「へ」は付けない。

図６－２

(注）１．ヘルベチカ・デミポールドとは，スイスのＨａＢｓ社の製作したヘルベチカという審体
で，デミポールド（中太）文字のこと。

２．ナールとは，中村征宏氏が開発した文字で，中村の「Ｎａ」と丸い（round）の「ｒ」
よりＮａバナール）と名付けた文字のこと。

３．ＤＢとは，デミポールドの，（中太）より太い（Ｂｏｌｄ）のＢを組合せた文字のこと。
４．Ｌ－細一ＬｉｇｈｔＥ－特太一ＥＸｔｒａｂｏｌｄ

Ｍ－中一Ｍｅｄｉｕｍ Ｕ－超特太一Ｕ１ｔｒａｂｏｌｄ

－５０－ 



表６－３

ローマ字（ヘルベチカ・デミボールド）

長体１番（大文字）

ABCDEFGHIJK 
LMNOPQRSTU 
VWXYZ 
長体２番（大文字）

ABCDEFGHIJKL 
MNOPQRSTUV 
WXYZ 
長体１番（小文字）

abcderghijkIm 
nopqrstuvwxyz 
長体２番（小文字）

abcde行ghijklmno
pqrstuvwxyz 

－５１－ 



６－５数字の書体

数字はヘルペチカ・デミポールドとする。

数字（ヘルベチカ・デミポールド）

正体

ｍ２３４５６７Ｓｇ 
長体１番

m234567Sg 
長体２番

Oで234567ｓｇ
長体３番

O1234567Sg 
(1)国道番号

国道番号の桁数に対応する書体及び文字高は次表を標準とする。

匝
叶
Ⅸ

－５２－ 

桁 番号の椛成 書体 文字高

１ 
ヘルベチカ

デミポールド 長体１番 Ｗ/２ 

２ １を含む番号 〃 長体２番 Ｗ/２ 

２ 1を含まない番号 〃 長体３番 Ｗ/２Ｘｑ９ 

３ "〃 Ｗ/８×0.8 



(2)予告距離

へルペチカ・デミポールド長体１番とする。

単位記号の祁の文字高さは，距離を示す数字の３／４の高さとする。

(8)１１４，１０５，１０６系標準に表示する距離

数字は，ヘルベチカ・レギュラー・コンデンスとし，正体を原則とする。

単位記号（KmU）は，ヘルペチカ・デミポールドとし，長体２番を原則と

する。文字高は数字の１／２とする。

数字（ヘルベチカ・レギュラー・コンデンス）

正体

O1234567Sg 
恥（へルベチカ・デミポールド）

長体２番

Kｍ 

６－４ローマ字表示のつづり方

ローマ字のつづり方は，一般に昭和２９年１２月９日付け内閣表示によっ

ているが，道路標識は国連条約の趣旨，従来の貫習に基づき，固有名詞につ

いてはヘポン式，普通名詞については英語で表記するものとする。

＜資料６参照＞

－５３－ 



ナールＤの拡大文字例

／、
、／

○ 

(注）文字を構成する線の屈折部は曲線であり，線と線との交差部の隅角

は直線である。上図に四角（□)で示す箇所を曲線にしてはならない。

－５４－ 



ナールＤＢの拡大文字例

○ 

／、
、〆

(注）文字を構成する線の屈折部は曲線であり，線と線との交差部の隅角

は直線である。上図に四角（□）で示す箇所を曲線にしてはならない。

－５５－ 



第７章設置計画

７－１設置場所の選定

設置場所は標識の視認性を確保することは言うまでもないが，道路の構

造，交通の状況，沿道の状況等を検討のうえ，道路利用者に安全かつ円滑

に案内ができるよう道路標識の種類に応じ適正に設置する必要がある。従

って次の事項に留意すること。

(1)電柱，消火栓，街路樹，沿道の樹木，沿道広告物，塀，電話ボックス，

郵便ポストまた他の道路標識等により見えにくくなるおそれのない場所

を選ぶこと。

(2)道路標識等の交差点付近への集中を避けるため，設置する必要のない

ものについては出来るだけ交差点付近を避けること。

(8)交通の障害または危険とならない場所を選ぶこと。

(4)損傷を受けるおそれのない場所を選ぶこと。

(5)管理上支障のない場所を選ぶこと。

(6)道路構造上に著しく支障をおよぼさない場所を選ぶこと。

(7)沿道の住民に対して著しく支障をおよぼさない場所を選ぶこと。

道路標識の視認性を妨げる原因としては，大きくは道路の付属施設および

道路占用物件がある。

道路の付属施設，立体施設には横断施設，照明，街路樹，他の標識，情報

板等があり，これらの設置状況および将来の設置計画を検討のうえ，道路標

識の設置場所を選定する必要がある。特に，落葉樹が植えられている場合に

は繁茂期において障害にならないか，どうかの検討を忘れてはならない。

－５６－ 



また，道路の占用物件としては電柱，消火栓，公衆電話，看板，ポスト等

があり，これについても検討が必要であり占用申請が出て来た際にも既存の

標識に対して視認障害とならないことを確認したうえで許可する必要がある。

７－２設置方式

道路標識の設置高さ並びに設置位置を決める場合は，車道部及び歩道部

等の建築限界，視認性等に留意しなければならない。

－５７－ 
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建築限界（道路構造令第１２条）による設置例

イ）歩道等に設置する場合（路側式）

'－－－－－ 

／ 
′ 

／ 

25ｃｍ以上 25ｃｍ以上

ｅｌｌ 
11 

1 

駈等ｌ単jⅡ部

ﾛ）歩道等を有しない場合（路側式）

[50cm］ 
蝋hr-
／、
、／

、
／

／
、

(注）

〔〕内は，第

１種第１級及び

第２級の道路

…ILIIl： 
鑑端

へ）の１片持式２５ｍ以上

２５cm以上

へ）の２片持式（植樹されている道路）

噸道部歩道等

－５９－ 



二）添架式

'Z'/クノ”
ﾘﾑ通等」I[１１部

ホ）その他の施設に添架する場合

ホ）の１電柱に添架する場合 ホ）の２

規制標準に添架する場合

⑳ 二⑭

国◇ 、
／
／
凡

’ 

Ｂ
ｇ
Ｃ
ｍ
ｍ
ｌ
Ｉ
Ｃ
②
［
 

注）１．ホ）の１の場合掛広告，巻看板等がある場合は添架したものと

する。やむをえない場合はく資料７＞を参照すること。

２柱の管理者の承諾を得ること。

－６０－ 



支柱構造の基本寸法および建築限界の標準。

Fit＝ 

(1)案内標識

案内標識の設置方式は，次表による。

－６１－ 

建築限界

ｈ 4.5、

ａ 1.0ｍ 

ｂ ０．７、

Ｃ ０２５ｍ 

支柱設置の基本寸法

Ａ 標識板縦寸法

Ｂ 標識板横寸法

Ｃ 張り出し長１０，１２．５１，

回 梁間隔

標識板設置高の一般的基準

Ｈ 5.0ｍ 

標準番号 標準の種類 設置方式

１０１ 区市町村 片持式

１０２－Ａ 都県 ” 

１０６－Ａ 方面及び距離 片持式（多車線道路にあっては門形式）

１０８－Ａ 方面及び方向の予告 ”（〃）

１０８の２－Ａ 方面及び方向 〃（〃）

１０８の３ 方面・方向及び道路
の通称名の予告

片持式（〃）

１０８の４ 方面・方向及び道路
の通称名

片持式（”）

１１４－Ａ Ｂ 著名地点 路側式

１１４の２－Ａ，Ｂ 主要地点 信号機等添架

１１８ 国道番号 路側式

１１９－Ａ Ｂ ， Ｃ 道路の通称名 路側式



(2)警戒標識

警戒標識は，原則として路側式とする。

設圃高さ

道路標識の標識板（補助標識板を含む）下端の，路面からの高さは次のと

おりとする。

(1)路側式

１）警戒標識は，１．８ｍを標準とする。

２）案内標識は，１．８～２５ｍとするが，歩行者等の通行に支障となる場

合は２５７，$とする。

(2)片持式

路面からの高さは，5.0沈を標準とする。

路側式 片持式

（警戒標識）（案内標識）

／、
、／Ｉ

 

○
ｍ
．
副
Ｉ
！
◎
ぬ
「

ｃ
ｃ
・
叩Ｃ
ｍ
Ｒ
 

－６２－ 



７－５標識板の大きさ及び文字の大きさ

標識板の大きさ及び文字，記号等の大きさは，交通が安全かつ円滑に走

行できるよう，又道路標識の種類と道路及び交通の状況を勘案し適切に決

定するものとする。

(解説）

１）標識板及び文字等の基本寸法

標識板の基本寸法く資料８参照＞は，文字数等の変化により定まるも

のと文字数やシンボルマークを一定として標識板を定めたものとに分け

られる。一般道路に用いる案内標識の文字等の基本寸法は表７－１とす

ろ｡

表７－１

－６３－ 

案内標識
文字の大きさ

片側２車線以上 片側１車線

1０１ ２０c77z ２０ｍ 

１０６－Ａ 

１０８－Ａ 

１０８の２－Ａ

１０８の３

１０８の４

３０c77U ２０cｱﾌﾞ１ 

１０２のＡ ２０c771 ２０，２ 

１１４－Ａ ２０cw2 ２０c77z 

１１４－Ｂ １０c７７１ １０c７７ｚ 

１１４の２のＡ ， Ｂ ２０c７７２ ２０ｍ【

１１９－Ａ，Ｂ，Ｃ １５ｍ【 １５cｍ 



2）拡大率

拡大率は，安全性，美観上から一律の拡大率とし，補助板を設置する

場合の補助板の拡大率は，本標識の拡大率と合わせるものとする。

（表７－２）

表７－２

(注）１．〔〕は特に交通量の多い場合

７－４標識板の併設

同一の支柱に２枚以上の標識板を設置する場合には，次の各項に留意し

なければならない。

(1)現に道路標識が設置されている場所に近接して，道路標識を設置する

必要がある場合，あるいは近接した場所に新たに２枚以上の標識を設置

する場合で，併設することにより設置効果が損われない場合。

(2)交通の規制が主とし道路の構造上の理由で行われる場合の警戒標識と

規制標識の併設

－６４－ 

拡大率

片側２車線以上 片側１車線

案内標識
１１９－Ａ，Ｂ Ｐ Ｃ 

１１８ 

1.0 

1.3〔１．６〕

1.0 

1.0〔１．３〕

警戒標識
全標識

(２０７を除く）

２０７ 

１３〔１．６〕

1.6 

1.0〔１．３〕

1.6 



(8)案内標識，警戒標識，規制標識，指示標識の各標識は，相互に関連す

る場合を除き，他の種類との併設は原則として避けるものとする。

(4)同じ種類の標識であっても，必要以上に併設しないものとする。特に

警戒標識については，２以上の設置が考えられる場合においても，その

うち最も注意を要するものの象を設置し，原則として併設はしないもの

とする。

道路標識は，運転者が走行しながら視認し，短時間にその内容を把握し，

判断する必要がある。このため，標識を必要以上に併設することは，運転者

に過大な負担を強いることとなり，標識の設置効果を損う可能性があるので，

必要以上の標識の併設は避けることが望ましい。

１）路側式

標識の併設は，標識の同一面において２段までとすることが望ましい。

２）片持式，門型式

片持式，門型式に複数の標識を併設する場合には，案内標識については

主要な標識の順に道路中央線側から左側へ添架するものとする。また，他

の種類の標識を添加する場合には，最左端とすることが望ましい。

－６５－ 



第８章設計要領

８－１使用材料及び色彩

標識板，反射材，支柱等の材料規格は以下を標準とする。

（１）標識板

基板はアルミニウム合金板で，ｔ＝２”とする。

（ＪＩＳＨ-4000「アルミニウム合金板」Ａ－５０５２Ｐ－Ｈ３４）

補強材はＪＩＳＮ－４１００「アルミニウム合金押出形材」Ａ６０６３８.Ｔ６

吊村は〃〃〃Ｔ５

丁
．
１

Ｌ-50-_」
補強材

Ｂ【

吊材

(2)反射材料

反射材料は原則として，高輝度反射シート（カプセルレンズ型反射シー

ト，六角柱）を使用するものとする。＜資料14参照＞

高輝度反射シート（カプセルレンズ型反射シート，六角柱）の反射輝度

値は表２－１以上でなければならない。

－６６－ 



表２－１カプセルレンズ型反射シートの反射輝度値

１８０ 

１００ 

１２２ 

６７ 

観測角一照射された光束と，その点で反射された光束が作る角度。

入射角一反射シート面に照射した光束と，その点で反射シート面に垂直な婚とか作る角度。

反射シートの耐久性：反射シートの耐久性は当初において上表に示す規格値以上の性能を

有すると共にloケ年屋外暴露試験後’接着性能，ひびわれ，退色等に著しい性能劣化が認

められず，かつ規格値の80％以上の性能を保持したものでなければならない。

②1． 

２． 

３． 

又，色の範囲は，表２－２によるものとする。

表２－２カプセルレンズ型反射シートの色（印刷色を含む）

ﾄ’ 
０３０３０２８７０３６８０３５３０３４００３８００２７４０３１６２７ 

０４９８０４１２０５５７０４４２０４７９０５２００４３８０４7２４０１５ 

６００８０２９２０６３６０３６４０５５８０３５２１１２５ 

０３００３８００１６６０３４６０２８６０４２８０２０１０７７６８３ 

０１４４００３００２４４０２０２０１９００２４７００６６０２０８１０１ 

注(1)色度座標は標準の光Ｃによる。

（２）色の参考値はＪＩＳＺ８７２１（三属性による色の表示方法）によったものである。

(3)支柱

材料はＪＩＳＧ－３４４４一般構造用炭素鋼鋼管２種（ＳＴＫ４１）を使用する

ものとし，塗装は次のとおりとする。単柱式，複柱式は合成樹脂被覆，片

持式，門型式は溶融亜鉛メッキ（ＪＩＳＨ－８６４１２種ＨＤＺ５５参考膜厚77ｕ

－６７－ 

観測角 入射角 白 黄 赤 緑 青

１２ 
。 ５ 

３０ 

Ｃ 

Ｏ 

２５０ 

１５０ 

１７０ 

１００ 

４５ 

２５ 

４５ 

２５ 

２０ 

１１ 

２０ 
０ ５ 

３０ 

。

⑤ 

１８０ 

１００ 

１２２ 

６７ 

２５ 

１４ 

２１ 

１２ 

１４ 

８ 

２ 
、 ５ 

３０ 

Ｃ 

Ｏ 

５ 

2.5 

３ 

1.8 

0.8 

0.4 ６３ ００ ３１ ●● ００ 

色

色度座標の範囲（１）

１ ２ ３ ４ 

Ｘ Ｙ Ｘ Ｙ Ｘ Ｙ Ｘ Ｙ 

Ｙ値の限界

妬

上限 下限

色の参考値(2)

白 0.303 0287 0.368 0.353 0.340 0.380 0274 0.316 ２７ 50ＰＢ７／１ 

黄 0.498 0.412 0.557 0.442 0.479 0.520 3８ 0.472 ４０ １５ l25Y6／1２ 

赤 0.613 0.297 0.708 0.292 0.636 0.364 0.558 ０３５２ １１ ２５ 75Ｒ５／1２ 

緑 0.030 0.380 0.166 0.346 0.286 0428 0.201 0.776 ８ ３ 100Ｇ３／８ 

青 0.144 0.030 0.244 0202 0.190 0２４７ 0066 0.208 1０ １ 58PB132/6８ 



以上）

なお，大型標識の支柱には，必要に応じて，貼紙防止用塗料，又はマジ

ックシートを施すこと。

溶融亜鉛メッキ付着量（『／〆）と記号

ＨＤＺＢ 

ＨＤＺ３５ 

ＨＤＺ４Ｄ 

ＨＤＺ４５ 

ＨＤＺ５Ｄ 

ＨＤＺ５５ 

(4)銘板

設置した標識柱，標示板には，下記のようにステッカーを張る。

①標識板の裏側又は内側等に下記内容を記入する。

沼和○年○

○○○㈱

文字の大きさは１０iIzJHを標準とする。

納入者は製造メーカー

－６８－ 

種類 記号 付着量,／㎡ 適用例（参考）

１種

ＨＤＺＡ 

ＨＤＺＢ 

厚さ5,1m以下の鋼材・鋼製品，鋼管類，径１２，m以上のポル
ト・ナット及び厚さ２．３廊を超える座金類

厚さ５'nmを超える鋼材・鋼製品，鋼管類及び鏑鍛造品類

２種

ＨＤＺ３５ 

ＨＤＺ４０ 

ＨＤＺ４５ 

ＨＤＺ５０ 

ＨＤＺ５５ 

350以上

400以上

450以上

500以上

550以上

厚さ１卿以上２胸以下の鋼材・鋼製品，径１２"以上のポル
卜・ナット及び厚さ２３mmを超える座金類

厚さ２噸を超え３１W､１以下の鋼材・鋼製品及び鏡鍛造品類

厚さ３"を超え５碗以下の鋼材・鋼製品及び錆鍛造品類

厚さ５'nmを超える鋼材・鋼製品及び鋳鍛造品類

過酷な腐食環境下で使用される鋼材・鋼製品及び錆鍛造品類

設置者 東京都

設置年月 昭和○年○月

納入者 ○○○㈱

管理番号



②標識支柱の裏側に下記名称シート及び標示板をつけるものとする。

照明式標識用

標示板

反射式標識用

名称シート

(注）寸法その他詳細は，建設局標準構造図参照のこと。

－６９－ 



８－２設計・製作及び施エ上の留意点

補強材

１）補強材の配列寸法

補強材の配列寸法は３００”を標準とする。詳細寸法については，「道

路標識ハンドブック」（（社）全国道路標識標示業協会編集）を参照。

２）補強材の基板への取付

補強材の基板への取付はスポット溶接とする。スポットピッチは２００

”を標準とし，基板の寸法に合わせて等分割とする。詳細は「道路標識

板製作要領」（（社）全国道路標識標示業協会編集）を参照。

標識板吊材

１）吊材（アルミＴ形材）の本数

取付材の標準本数は標識板横寸法に対して下記のように規定する。

ただし最大標識板寸法を超えた場合（Ａ＞３５００またはB＞３８００の

場合）は別途検討するものとする。

B０ｘＢＯｘ５ｘＦ 

｛ 

吊材（アルミＴ形材）の本数と配置寸法

基板の分割と接続方法

標識板の基板は必要以上に細分割してはならない。基板は下記の条件(ｲ)(ﾛ）

－７０－ 

／ ／ 

岸毒気型凶匹三雲

Ｂ 

|÷B｜：Ｂ｜÷B’ 



ｎ日の場合のみ２枚以上の基盤を接続して組立てることが出来る。

（ｲ）真空加熱圧着機（パキュームアプリケーター）の最大圧着寸法（通

常大型機２０００×４５００と小型機１５００×３５００が一般的寸法であり，

それを越えた場合。

（ﾛ）基板製造メーカーの最大寸法

㈹特殊な板寸法（横長，縦長の板）の場合

目その他の場合

将来板面の一部を変更する予定が明確である場合等。

上記の場合であって基板を接続して組立てる必要が生じたときは，次の

点にも十分注意しなくてはならない。

（ｲ）文字の中間には接続個所が入らないようにする。

（ﾛ）補強材方向に分割が必要な場合は補強材を背合せにして接続し，ボ

ルトのピッチは３０cm以下とする。

取付金具

標識板を取付材を介して支柱に取り付ける方法には種々あるが，一般的

な方法は下記のとおり。

（ｲ)は，単柱，複柱等比較的小型の板。

（ﾛ)は，逆Ｌ型柱，Ｐ型柱，Ｔ型柱，門型柱で板を張出して取付けるとき。

円は，門型柱で特殊な条件で板を取付けるとき。

－７１－ 
、

基板のマーケットサイズ

厚さ（wziF） 幅×長さ（wDjm）

2.0 ２０００×4,000 

1.2 １，２２０×２４４０ 



取付金具の形状

板取付角度

標識板は反射材料の反射性能により，再帰反射するようになっているが，

さらに，標識板の前傾させることによって視認性を高めるようにする。

１）角度

’麺`=★とし'-3.
2）取付金具寸法

Ｌ←2…を一定とし，“M一六にて
取付金具

Ｌ，を算出し決定する。

(例）梁間隔Ｅ＝，,０００”の

Ⅲ'＝升＋Ⅲ.
1,000 

２０＋２５０ 

＝３００” 

凶
－７２－ 

15戸向

□ 

～_＝－万Ｊ
Ｆ－丙

（ 

Ｏ 

Ｌ。

● 

、

■●￣ 
！ 

レト

□陰Ｉ五三三］

(ｲ）単柱，複柱 (ﾛ）逆Ｌ型柱，Ｐ型柱，Ｔ型柱 ㈹門型柱



反射シートの貼り方

標準的には，基板の下方向より張り付けて，重ねは５m耐以上とし，レ

イアウト上から継なぎが文字に掛からぬようにする。（シート巾は３６寸

＝９１．４ｍである）

基礎（平面交差の交差点案内標識）

１）標準寸法通り施工出来ない場合は表８－１を参考にするとよい。

表８－１

．２１６．３出巾２５‘３１８．５出巾１．０ｄ２１６．３出巾1.0 ｄ３１８５出巾２．５

2）支柱は基礎の中心に建込むのが基本であるが，上空占用物（電線等），

歩道巾員上から偏心させる場合は別途応力計算をし，安全を確めるこ

と。

－７３－ 

Ｃ 。 ｈ 

10 1.7 1.5 

1.0 1.9 1.4 

1.0 2.0 1.3 

1.0 ２．２ 1.2 

1.0 2.4 １１ 

1.0 2.6 1.0 

0.9 1.9 1.5 

0.8 ２．２ 1５ 

0７ ２５ 1.5 

Ｃ 。 ｈ 

1.0 1.7 1.5 

１０ 1.9 1.4 

1０ ２０ 1.3 

1.0 2.2 １２ 

1.0 2.4 1.1 

1.0 2.6 1.0 

0.9 １９ １５ 

0.8 2.2 1.5 

0.7 5.5 1.5 

Ｃ ． ｈ 

1.5 2.0 1.5 

1.5 2.2 1.4 

1.5 ２４ 1.3 

１５ ２．５ 1.2 

1.5 ２．８ 1.1 

１５ 3.0 1.0 

１４ 2.2 1.5 

1.3 2.4 〃

1.2 2.5 〃

1.1 2.8 〃

1.0 3.0 〃

Ｃ ． ｈ 

1.5 ２３ 1.5 

1.5 2.5 1.4 

1.5 ２．７ 1.3 

1.5 ２．９ 1２ 

1.5 ３．２ 1.1 

1.5 3.5 1.0 

1.4 2.5 1.5 

1.3 2.7 〃

1.2 2.9 〃

1.1 3.2 〃

1０ 3.5 〃



〔参考〕

基礎巾（ｃ） アンカ フレ ム

）≧最大偏(鉄筋カプリ＋ C距離
２ ２ 

最大偏心距離

Ｉ 
鉄筋カブリ《アンカーフレーム)|/２

基礎巾（C）／２

基礎巾（C）

－７４－ 



3）植樹帯及街路樹桝の中に基礎を築造する場合は，基礎（。）が大きく

なったため，美観上及び横断抑止の上から好玄し〈ない。

歩道舗装の構造及び透水性，保水性，通気性を十分考慮し，表８－２

を標準にして，支柱を長くし基礎構造物を下げるとよい。しかし，床堀

りの時点で深くなると，土留めが必要となる場合もあり，応力計算をし

変形基礎とすることがよい。

表８－２

〔参老〕

ｄ３１８．５出巾２５

－７５－ 

区分 樹木等の根系の達する深さ（標準）

等木木木芝低中高
２０～３０センチメートル

３０～６０〃

６０～１００〃

１００～１５０〃

Ｃ 。 ｈ 

1.5 2.6 1.2 

1.8 2.3 1.2 

1.5 2.7 1．１５ 

1.5 2.8 １０５ 

1.4 2.8 1．１５ 

1.4 2９ 1.05 

1.3 2．９ 1．１５ 

1.3 3.2 1.05 
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函資料１
中寄せ図

板中心取付板寄せした取付
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５２０ 

－７９－ 



｢萱１５ｍ区市町村章

－８０－ 

千代田区 中央区 港区 文京区 台東区

品）|Ｉ区 目黒区 大田区 世田谷区

中野区 新宿区 渋谷区 杉並区

豊島区 板橋区 練馬区

墨田町 江東区 葛飾区 江戸川区

北区 荒）|｜区 足立区 東京都



－８１－ 

青梅市 福生市 秋｣|｜市

▲ 

■ ̄ 「

奥多摩町 瑞穂町

羽村町 日の出町 五日市町 桧原村

町田市 稲城市 多摩市

八王子市 日野市

武蔵野市 三鷹市 府中市 調布市 狛江市

小金井市 田無市 保谷市



－８２－ 

小平市 東久留米市 国立市 国分寺市 立）|｜市

、

昭島市 武蔵村山市 東大和市 東村山市 清瀬市

大島町 利島村 新島本村 神津島村 三宅村

御蔵島村 八丈町 青ヶ島村 '｣､笠原村



｢喬雨。シンボルマーク資料３

図極函

－８３－ 



｢扉、地点名標識取付図

○現状（角型灯器）

３ケ所ネジ止め

○ ○ ◇変更１（角型灯器から

丸型灯器へ）

ネジ止め４ケ所

◇変更２（矢印灯増灯）

ア標識が横型の場合 イ標識が縦型の場合

○ 
,詞司

⑧ ① 
標識取付位置が信号灯器のアーム部に変更

◇変更３

矢印灯および規制標識があるため，標識を信号灯に添架できない場合

標識を側柱式にかえる。

◇変更４

Ｒｄｉ 
上記３が不可能なときは，

アームに腕金具を取付け

る。

－８４－ 



函
路線別目標地

路線別の目標地を国道・通称名のある路線・幹線となる道路関係，補助幹線

となる道路関係に分けて，一覧表を作製した。路線に着目した場合，現在の位

置から直進目標地は，左側に直近の第一ランク（○印）を表示し，右側に直近

の第二ランク（無印）を表示する。同一ランクのみの路線は右側に直近の目標

地，左側にその先の目標地を標示する。

例環七通り（第一，第二ランクのある路線）

（大井埠頭交差点）（平和島交差点）（大森交差点）

○大森↑平和島○高円寺○大森○高円寺馬込↑↑ 

第一ランクと第二ランクのある路線については左側の表示は必ず第一ラ

ンク，右側は直近の目標地を表示する。

例環八通り（同一ランクの路線）

（田園調布交差点）（等と力交差点）（瀬田交差点）

瀬田等と力高井戸↑瀬田荻窪高井戸↑↑ 

同一ランクの路線については右側の表示は必ず直近の目標地を，左側は

その先の目標地を表示する。

注○印はその路線上の第一ランクを意味する。

（）はその路線の延長上の目標地である。

ａ、国道

国道１号 ○日本橋一大手町一日比谷一桜田門一○五反田一馬込

一○横浜

－８５－ 



号
号
碍
碍
碍

４
６
１
１
１
 

道
道
道
道
道

国
国
国
国
国

○日本橋一○上野一千住一草加一○春日部

○日本橋一○浅草橋一四ツ木一青戸一松戸一○柏

○日本橋一○浅草橋一○亀戸一船橋一○千葉

○日本橋一銀座一○品１１１－○川崎－○横浜

○横須賀一○横浜一○相模原一八王子一拝島一瑞穂一

入間一○川越

○日本橋一本郷一○巣鴨一戸田橋一○浦和一○大宮

○日本橋一日比谷一半蔵門一四谷一○新宿一初合一

大原一高井戸一調布一府中一立川一○八王子―高尾一

○大月一○甲府

○巣鴨一王子_赤羽一川ロー岩槻

羽田一○品川

○日本橋一○日比谷一三宅坂一○渋谷一三軒茶屋一上

馬一瀬田一溝ノロー○厚木

○日本橋一本郷一○池袋一成増一○川越

大井埠頭一○葛西一船橋一○千葉

○大宮

国道１７号

国道２０号

国道１２２号

国道１３１号

国道２４６号

国道２５４号

国道３５７号

国道１７号バイパス

､通称道路名のある路線

青山通り三宅坂一○渋谷（国道２４６号参照）

秋川街道○青梅一日の出町一○五日市一○八王子

浅草通り○上野一駒形橋一押上一明治通り

池上通り青物横町一大井町一○大森一池上一下丸子

ｂ 

あ青山通り

秋川街道

浅草通り

い池上通り

五日市街道 高井戸北一武蔵野一小金井橋一砂川町一○福生一秋川
↑↑ 

＿。五日市○新宿一 連続性なしＲ１６も連続性なしＲ１６屯ある

－８６－ 



○渋谷一大原一永福町一高井戸北一吉祥寺一五日市街

道

（○立川）－芋窪

○瑞穂一岩蔵

く外回り＞○祝田橋一○桜田門一○半蔵門一○九段下

い井ノ頭通り

芋窪街道

岩蔵街道

内堀通りう

〆○浅草橋
一○祝田橋一赤羽橋

一○新宿
く内回り＞○祝田橋一○九段下一○半蔵門一○桜田門

一○祝田橋一○日比谷

大手門一大手町一○日本橋一永代橋一南砂

（丸ノ内）一新常盤橋一○浅草橋一言間橋（国道６号

参照）

○飯田橋一大久保一中野一環七通り

九段下一○新宿一高円寺一荻窪一○田無一小平一東大

和一武蔵村山一瑞穂一○青梅一御岳一○奥多摩一奥多

摩湖一塩山一○甲府

○立川市街一○立川一昭島一福生一○青梅

四つ木一奥戸一小岩一市川橋

鴬谷一日暮里一尾久橋一舎人一○草加

○青梅一岩蔵一○飯能

鶴谷一宮地一尾竹橋一西新井一谷塚橋一○草加

芝公園一六本木一信濃町一江戸川橋

富久町一千駄ケ谷一西麻布一天現寺橋一（白金台）一

五反田

え永代通り

江戸通り

お大久保通り

青梅街道

奥多摩街道

奥戸街道

尾久橋通り

小曽木街道

尾竹橋通り

か外苑東通り

外苑西通り

－８７－ 



ｶﾑ海岸通り ○新橋一汐留一芝浦一○平和島一昭和島

永代橋一葛西橋一○浦安

○池袋一○本郷一御徒町一厩橋一（横川）（国道254

号参照）

○相模原一○町田一野津田一乞田一関戸一○府中

○池袋一成増一○川越（国道２５４参照）

日野一高幡一関戸一矢野ロー○溝ノロー○川崎

大井埠頭一平和島一○大森一馬込一上馬一大原一○高

円寺一豊玉一常盤台一大和町_神谷一梅島一○亀有一

○脊戸一一之江一○葛西

（羽田空港）－羽田一蒲田一（矢口）－（下丸子）

田園調布一等とカー瀬田一高井戸一荻窪一谷原

関町一吉祥寺一三鷹一甲州街道

高幡一北野一館町

王子_赤羽一川ロー岩槻（国道１２２号参照）

入谷一清洲|橋一束砂

駒形橋一門前仲町一月島一勝どき

東青梅駅一御岳

芝浦一平和島

甲州街道一○調布一東府中一○府中一甲州街道

葛西橋通り

春日通り

鎌倉街道

川越街道

川崎街道

環七通り

環八通り

吉祥寺通り

北野街道

北本通り

清洲橋通り

情ＩＨＩ通り

旧青梅街道

旧海岸通り

旧甲州街道

旧白山通り

旧山手通り

旧早稲田通り

き

初合一恵比寿

高田馬場一下井草一石神丼公園

○本郷一湯島一蔵前橋－平井大橋一小岩一○市川橋一○船橋

○浅草橋一○亀戸一船橋（国道14号参照）

〈蕨前橋通り

け京葉道路

－８８－ 



○新宿一初台一大原一高井戸一調布一府中一○八王子と甲州街道

一○大月一○甲府

○府中一小金井一滴瀬一○所沢一○川越

（弥生町）－根津一入谷一言問橋

恵比寿一中目黒一駒沢一上野毛

狛江一○認布

桜田門一○五反田（国道１号参照）

谷原一笹目橋一○大宮

○品川_羽田一○横浜（国道１３１号参照）

○秋津一清瀬一○志木一○浦和

目白一護国寺一千駄木－根津一上野

市川橋一篠崎町一今井

金町一柴又一小岩一鹿骨町

奥沢一自由ケ丘一駒沢一真中

（○溜池）一○新橋一○上野一千住

○新宿一○立川一昭島一福生一○青梅

（芝浦）－汐留一新大橋－大島一船堀一△

小金井街道

言間通り

駒沢通り

狛江通り

さ桜田通り

笹目通り

産業道路

し志木街道

不忍通り

篠崎街道

柴又街道

自由通り

昭和通り

新奥多摩街道

新大橋通り

新大宮バイパス

新青梅街道

新小金井街道

新宿通り

新目白通り

陣馬街道

せ世田谷通り

千川通り

（芝浦）－汐留一新大橋－大島一船堀一今井

笹目橋一大宮（国道17号バイパス参照）

（目白）－井草一○田無一○瑞穂

東府中一'｣､金井一小平一新青梅街道

半蔵門一四谷一○新宿

九段下一飯田橋一中落合一（豊玉）

○八王子一陣馬高原一相模湖

○渋谷一○三軒茶屋一狛江一○登戸一○町田

南長崎_中村橋一井草一関町

－８９－ 



〆○品川
く外回り＞○新橋一○溜池一○四谷一○飯田橋一水道そ外堀通り

〆昭和通り
橋一お茶の水一○新橋

く内回り>･新橋ご萱四壱二葉菫讓_･飯田橋_○四
谷一○溜池一○新橋一○上野

新橋一品川一川崎一横浜（国道15号参照）

○五反田一馬込一○横浜一○小田原（国道１号参照）

高尾一（国道４１１号）－秋川

○谷原一高島平一志村坂下

○青梅一秋川一左入町

○立川一（東大和）

○府中一関戸一乞田一多摩ニュータウンー小山町

○渋谷一三軒茶屋一大橋一上馬一瀬田一溝ノロー○厚

木（国道２４６号参照）

○蒲田一（下丸子）－丸子橋一二子玉川一狛江

船橋・市川橋・新小岩一亀戸・船堀

た第一京浜

第二京浜

高尾街道

高島通り

滝山街道

立川通り

多摩ニュータウン通り

玉川通り

多摩堤通り

ら千葉街道

中央通り 新橋一銀座一○日本橋一○上野

｡町田_鶴川ご議口_･調布
○横浜一○相模原一○八王子一拝島橋一福生一入間一

○川越（国道16号参照）

○田無一秋津一所沢一○川越

（久我山）－三鷹一北府中

つ鶴川街道

と東京環状

所沢街道

東八街道

－９０－ 



な中杉通り

中仙道

中野通り

中原街道

成木街道

に日光街道

日原街道

は晴海通り

白山通り

ひ人見街道

桧原街道

日比谷通り

ふ富士街道

府中街道

船堀街道

へ平和橋通り

ほ方南通り

本郷通り

青梅街道一阿佐ケ谷一鷲宮―中村橋

○巣鴨一戸田橋一○浦和一○大宮（国道17号参照）

笹塚_中野一哲学堂一南長崎

桜田門一○五反田一丸子橋一○綱島

○青梅一成木一名栗一○秩父

○上野一千住一草加一○春日部（国道４号参照）

○奥多摩一日原

○桜田門一○日比谷一銀座一晴海一畳洲一束震

平川門一水道橋一○巣鴨

永福町一久我山：三鷹一○府中

五日市一桧原一数馬一奥多摩有料道路

○本郷一○大手町一○日比谷一芝公園一○品川

谷原一○田無

（矢野ロ）－○府中一東村山一○所沢

（新小岩）一船堀一西葛西一湾岸道路

千住新橋一小菅―堀切一平和橋一新小岩一（船堀）

○新宿一方南町一西永福

芝公園一○日比谷一○大手町一お茶の水一○本郷一駒

込一○王子く－国道17号一＞

駒形橋一言間橋一白讃橋一千住一西新丼

高尾－相原一○町田一国道２４６号

三ノ輪一東向島－大島一南砂

武蔵野一三鷹一○調府

辰巳一木場一言間橋

言間橋一四ツ木一青戸一松戸一○柏（国道６号参照）

墨堤通り

漢町田街道

丸八通り

み三鷹通り

三ツ目通り

水戸街道

－９１－ 



○田無一武蔵境一○調布

（拝島）－（五日市）

む武蔵境通り

陸橋通り

～赤羽
古川橋一渋谷一新宿一池袋一王子一三ノ輪一東向島－

赤羽一
め明治通り

亀戸一南砂一新木場

桜田門一白金台一目黒一等とカー多摩堤通り

江戸川橋一○目白一豊玉一谷原一保谷

○八王子一北野一下柚木一関戸

○亀戸一○浅草橋一○九段下一市ケ谷一○新宿一○田

無

品川埠頭一○大崎一○五反田一大橋一初台一○東中野

一中落合一○板橋一仲宿一（戸田橋）

小作一御岳一（奥多摩）

押上一錦糸町一東陽

三鷹一小金井一恋ケ窪

○日比谷一○溜池一六本木一○渋谷

○九段下一○飯田橋一高田馬場一中野一善福寺

大井埠頭_葛西一船橋一○千葉（国道３５７号参照）

目黒通り

目白通り

や野猿街道

靖国通り

山手通り

よ吉野街道

四ツ目通り

れ連雀通り

ろ六本木通り

わ早稲田通り

湾岸通り

ｃ・幹線となる道路関係（短区間は除く）

主要地方道３７号（所沢武蔵村山立川）武蔵村山一砂川町

〃３０７号（王子金町江戸川）王子一江北橘一西新井一梅島一大矢

田_水元一三郷

〃 ３０１号（白山祝田田町）祝田橋一赤羽橋

－９２－ 



主要地方道３１９号（環状三号）六本木一芝公園

一般都道１０６号（東京鳩ケ谷）江北橋一鹿浜一鳩ケ谷

〃１４５号（立川国分寺）立｣''一国立一国分寺

〃 １６２号（三ツ木八王子）三ツ木一昭島

２３３号（東大泉田無）谷原一保谷一田無〃

特例都道４０２号（錦町有楽町）池之端一有楽町

４１４号（四ツ谷角筈）四谷一神宮外苑一千駄ケ谷一代女木〃

－新宿

〆（五反田）
４１５号（高輪麻布）溜池一古川橋一泉岳寺〃

４３５号（音羽池袋）江戸Ⅱ|橋一護国寺一池袋〃

〃４３６号（。､石)||西巣鴨）後楽園一大塚一上池袋

４４６号（長後赤塚）大和町一西台一新大宮バイパス〃

４６２号（蔵前三ノ輪）蔵前一浅草一三ノ輪〃

〃４１８号（北品Ⅱ|四谷）天現寺橋一目黒一五反田

。、補助幹線となる道路関係（短区間は除く）

主要地方道３１９号（環状三号）塩浜一豊州一豊科|埠頭

２４号（練馬所沢）谷原一西大泉一大門町一上清戸一宿〃

瀬一所沢

〃２８号（青梅入間）東青梅駅一藤橋―金子駅

一般都道１０２号（平方東京）南花畑一北加平一綾瀬

１０３号（吉場安行東京）谷塚橋一西保木間一竹の塚一梅島駅〃

１１４号（武蔵野狛江）新)''一仙)Ⅱ駅一和泉本町一和泉多麻〃

）Ⅱ駅

〃 １１８号（調布経堂停車場）仙)Ⅱ町一千歳台一経堂駅

－９３－ 



一般都道１２３号（境調布）

〃 １２９号（東村山東久留米）

〃 １３２号（。､１１１山田無）

武蔵境一大沢一上石原

東村山駅一恩多町一滝山団地

喜平橋一小平団地一花小金井駅一田

無

喜平橋一国分寺一府中駅

大和田町一石川町一多摩大橋一立川

駅

小山町一南大沢一大竹橋一多摩動物

公園一万願寺一立川

図師町一小山田町一大栗川橋一平山

一豊田駅一大和田町

五日市一武蔵増戸駅一永田橋一福生

左入町一石川町一栄町一日野

八王子一山田町一大船町一城山

所沢一二本木一物見塚一野上

永田橋一羽村大橋一小作

奥多摩_梅沢一御岳山一肝要一岩井

一日の出町

西平井橋一武蔵増戸駅一上川町

上川町一美山一下恩方一八王子霞園

一高尾

飯能一南小曽木一成木一夕倉一軍畑

南小曽木一塩船観音一野上一河辺町

十里木一義沢一御岳山一御岳一御岳

駅

〃 １３３号（。､Ill山府中）

〃 １５３号（八王子立Ⅱ｜）

〃 １５４号（相模原立)１１）

〃１５５号（鶴川平山八王子）

〃 １６５号（伊那福生）

般道路１６９号（淵上日野）

〃 １７０号（八王子城山）

〃 １７９号（所沢青梅）

〃 １８０号（草花｡､作停車場）

〃 １８４号（奥多摩秋Ⅱ|）

〃 １８５号（平井上１１|）

〃１９１号（上川ロ宮の前）

〃 １９３十号（下畑軍畑）

〃１９４号（成木河辺）

201号（十里木御岳停車場）〃

－９４－ 



上成木一極指一大丹波一川井

小河内ダムー藤原一樋里一桧原

久米川駅一恩田町一全生園一梅園一

滑瀬駅

前沢宿一東久留米駅一保谷仲町一富

士町

牛浜一緑ケ丘一小作

山王下一及木坂一青山霊園一表参道

八潮橋一大井町駅一区役所一戸越一

武蔵小山一五本木一三宿一淡島一池

ノ上駅一東北沢一笹塚

渋谷－若林

大師橋一西六郷一ガス橋

瀬田一桜新町一上町一豪徳寺一下高

井戸駅一永福寺一荒玉水道一和田公

園一青梅街道

高円寺一妙法寺一荒玉水道一桜上水

一千歳船橋一砧一浄水場

西新宿三一笹塚一大原一永福町

大曲一後楽園一壱岐坂

池袋駅一千川町一氷川台一平和台一

本寿院

練馬春日町一谷原

赤塚新町一本寿院一練馬駅一豊玉南

上井草駅一石神井公園一比丘尼

般道路２０２号（上成木川井）

２０５号（水根本宿）

２６６号（東村山清瀬）

234号（前沢保谷）

２４９号（福生羽村）

特例都道４１３号（赤坂杉並）

420号（鮫洲大山）

423号（渋谷経堂）

424号（大師橋瓦斯橋）

427号（瀬田貫井）

428号（高円寺砧浄水場）

431号（角筈和泉町）

434号（牛込小石川）

441号（池袋谷原）

442号（北町豊玉）

444号（下石神丼大泉）

－９５－ 



特例都道４４５号（常盤台赤羽） 東新町一前野町一小豆沢一桐ケ丘一

赤羽

中仙道一西台一成増

赤羽北一北赤羽駅一浮間一徳丸橋一

笹目橋

岩淵緑地一鹿浜橋一江北橘一荒川駅

一平井運動公園一小松川運動公園

'｣､菅一四ツ木駅一上平井橋一小松川

橋一北葛西一西葛西一左近川公園一

南葛西一浦安橋一今井一江戸川大橋

葛飾橋一新葛飾橋一矢切の渡し－市

川橋

上野駅一上野公園―谷中一白山

王子駅一十条駅一桐ケ丘

白山一田端駅-.,台橋一江北橘

王子駅一東十条駅一中十条一赤羽

梅田一四家一西加平一北加平一南花

畑一花畑一草加

梅田一綾瀬一西亀有一中川橋

堀切菖蒲園駅一お花茶屋駅一水戸街

道一京成高砂駅一柴又一矢切の渡し

四ツ木一曳舟+三橋一亀有駅一大谷

田

上平井橋一小松橋一菅原橋一鹿本橋

一鹿骨町一篠崎町

446号（長後赤塚）

447号（赤羽西台）

〃

〃

449号（新荒川堤防）〃

450号（新荒川葛西堤防）〃

451号（江戸川堤防）〃

452号（神田白山）

455号（本郷赤羽）

458号（白山小台）

460号（中十条赤羽）

466号（千住花畑）

〃

〃

〃

〃

〃

467号（千住新宿町）

468号（堀切橋金町浄水場）

〃

〃

469号（本田大谷田）〃

470号（上平井橋江戸川橋）〃

－９６－ 



函
ローマ字のつづり方

昭和29年12月９日付内閣告示第一号による。それに語例・文例を補った。

まえかき

１一般に国語を書き表わす場合は，第１表に掲げたつづり方によるものとする。

２国際的関係その他従来の慣例をにわかに改めがたい事情にある場合に限り，

第２表に掲げたつづり方によってもさしつかえない。

３前二項のいずれの場合においても，おおむねそえかきを適用する。

第１表〔（）は重出を示す〕 第２表

ｓｈａｓｈｉｓｈｕｓｈｏ 

ｔｓｕ 

ｃｈａｃｈｉｃｈｕｃｈｏ 

ｆｕ 

ｊａＪ１ｊｕｊｏ 

ｄｉｄｕｄｙａｄｙｕｄｙｏ 

ｋｗａ 

ｇｗａ 

咽７０

－９７－ 

ａｌｕｅｏ 

ｋａｋｉｋｕｋｅｋｏ 

ｓａｓｌｓｕｓｅｓｏ 

ｔａｔｉｔｕｔｅｔｏ 

、ａｎｌｎｕｎｅｎｏ

ｈａｈｉｈｕｈｅｈｏ 

ｍａｍｌｍｕｍｅｍｏ 

ｙａ（i）ｙｕ（e）ｙｏ 

ｒａｒｌｒｕｒｅｒｏ 

wａ（i）（u）（e）（o） 

ｇａｇｌｇｕｇｅｇｏ 

ｚａｚ１ｚｕｚｅｚｏ 

ｄａ（zi）（zu）ｄｅｄｏ 

ｂａｂｉｂｕｂｅｂｏ 

ｐａｐｌｐｕｐｅｐｏ 

ｋｙａｋｙｕｌｑｍ 

ｓｙａｓｙｕｓｙｏ 

ｔｙａｔｙｕｔｙｏ 

ｎｙａｎｙｕｎｙｏ 

ｈ yａ ｈ ｙｕ ｈ ｙｏ 

IＩＶａｍｙｕｍｙｏ 

rｙａｒｙｕｒｙｏ 

ｇｙａｇｙｕｇｙｏ 

ｚｙａｚｙｕｚｙｏ 

(zya）（zyu）（zyo） 

ｂｙａｂｙｕｂｙｏ 

ｐｙａｐｙｕｐｙｏ 



そえがき

前表に定めたもののほか，おおむね次の各項による。

はねる音「ン」はすべて、と書く。

sanninsinbundenP8kantokutenki 

１ 

はねる音を表わす、と次にくる母音字またはｙとを切り離す必要がある場

合には，、の次に，を入れる。

gen'inkin，y6bi 

２ 

つ室る音は，最初の子音字を重ねて表わす。

Nippongald<６gekky5ossyaru 

３ 

長音は母音字の上にへをつけて表わす。なお，大文字の場合は母音字を並

べてもよい。

４ 

ob2rsan 

'、

tｙｕｉ 

／、

ｎｅｓａｎ T6ky8 
／へ

ｋｕｋｉ 
／へ■

rｙｏｒｌ 

Ｏｏｓａｋａ 

特殊音の書き表わし方は自由とする。

０ｔｏｔｔｓａｎ 

ｆｉｒｕｍｕ ｈｗｉｒｕｍｕ ｆｉｌｍ ｈｕｉｒｕｍｕ 

５ 

文の書きはじめ，および固有名詞は語頭を大文字で書く。なお，固有名詞

以外の名詞の語頭を大文字で書いてもよい。

６ 

〆、／、

Ｔｏｋｙｏ Ｋｙ６ｗａｋｉｎ，y6bideSu・

ＢｏｋｕｗａＫｏｄｏｍｏｄｅｓｕ． 

－９８－ 



－９９－ 

ヘポン式

ａｌｕｅｏ 

ｋａｋｉｋｕｋｅｋｏ 

ｓａｓｈｉｓｕｓｅｓｏ 

ｔａｃｈｉｔｓｕｔｅ ｔｏ 

ｎａｎｌｎｕｎｅｎｏ 

ｈａｈｉｆｕｈｅｈｏ 

ｍａｍｌｍｕｍｅｍｏ 

ｙａ yｕｙｏ 

ｒａｒｌｒｕｒｅｒｏ 

Ｗａ￣ 

、

ｇａｇｌｇｕｇｅｇｏ 

●p 

Ｊ１ ｚａｚｕｚｅｚｏ 

ｄａＪＩｚｕｄｅ ｄｏ 
□● 

ｂａｂｉｂｕｂｅｂｏ 

pａｐｌｐｕｐｅｐｏ 

ｋｙａ ｌｑｒｕ ｋｙｏ 

ｓｈａｓｈｕｓｈｏ 

ｃｈａｃｈｕｃｈｏ 

ｎｙａｎｙｕｎｙｏ 

ｈｙａ ｈｙｕ ｈｙｏ 

ｍｙａｍｙｕｍｙｏ 

rｙａｒｙｕｒｙｏ 

ｇｙａｇｙｕｇｙｏ 

jａＪｕＪｏ 

ＪａＪｕＪｏ 

bｙａ ｂｙｕ ｂｙｏ 

pｙａ ｐｙｕ bｙｏ 

日本式

ａｌｕｅｏ 

ｋａｋｉｋｕｋｅｋｏ 

ｓａｓ１ｓｕｓｅｓｏ 

ｔａｔｉｔｕｔｅｔｏ 

ｎａｎｉｎｕｎｅｎｏ 

ｈａｈｉｈｕｈｅｈｏ 

ｍａｍｌｍｕｍｅｍｏ 

ｙａ（i）ｙｕ（e）ｙｏ 

ｒａｒｌｒｕｒｅｒｏ 

ｗａｗ１ 

、

(u） ｗｅｗｏ 

ｇａｇｌｇｕｇｅ ｇｏ 

Ｃ 

ｚａｚ１ｚｕｚｅｚｏ 

ｄａｄｉｄｕｄｅｄｏ 

ｂａｂｉｂｕｂｅｂｏ 

pａｐｌｐｕｐｅｐｏ 

ｋｙａ ｋｙｕｋｙｏ 

ｓｙａｓｙｕｓｙｏ 

ｔｙａ ｔｙｕ ｔｙｏ 

ｎｙａｎｙｕｎｙｏ 

ｈｙａ ｈｙｕ ｈｙｏ 

ｍｙａｍｙｕｍｙｏ 

ｒｙａｒｙｕｒｙｏ 

ｇｙａｇｙｕｇｙｏ 

ｚｙａｚｙｕｚｙｏ 

ｄｙａ ｄｙｕ ｄｙｏ 

ｂｙａ ｂｙｕ ｂｙｏ 

ｐｙｕ ｐｙａｐｙｏ 

ｋｗａ 

ｇｗａ 

備考

前掲「そえがき」と

へボン式の異なる点

は次のとおりである。

１はねる音「ン」

は、であらわす

が

ｂ 

， 

，ｐ 

ただし，ｍ，

の前では、

を用いる。

telrnnondai 

Shimbun 

dｅｍｐｏ 

２つ蚕ろ音は，次

に来る最初の子

音字を重ねてあ

らわすが，ただ

し次にｃｈかつ

づく場合にはｃ

を重ねずにｔを

用いる。

ｍａｔｃｈｉ 

iｔｃｈｉ 

dａｌｋｅｔｓｕ 
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函
案内標識の基本寸法

凡例１．ｈは漢字の文字高

２．板寸法は，図の式で計算後，四捨五入でc､単位にまるめるものとする。

また，105系，106系，108系の標識の矢印中に雷<経由路線番号について
は，図の大きさ（1.35ｈ）で計算後，切り捨ててc､単位にまるめるもの

とする。

市町村（101）

〔都府県（120-Ａ)，著名地点（114-Ａ)，主要地点（114の2-Ａ）も同様〕

都府県（102-Ａ）に都府県章を表示する鳩合

市町村（101）に市町村章を表示する場合，著名地点（114-Ａ）（距離，
矢印を表示しない標識）にシンボルマークを表示する場合も同様［ 

－１０１－ 
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案内標識基礎(②ｂ216.3～318.5）

車道部 歩道部

＝ 

Ｃ＝【､500

聾C-in路損断方向の長さ

。＝近Ba鰹断方向の長さ

Ｆ１乢引
Ｃ＝1.500 

r一寸桿
閣
◎

材料変

1箇所当り

■ ■ Ｐ■ ■ ■ 

■ ■ 

Ｐ ■ 

Ｐ 

（ 
、
ノ

■ 

Ｐ ■ 

■ ■ 

ロ■ ■ ■■ ■ Ｕ■ 

Ｐ Ｐ■ ■ 

■ ■ 

■ 

木

■ 

Ｐ 

Y’ 
￣ﾛ 

Ｐ ■ 

■■ ■■ ■『■

Ｐ Ｐ Ｆ■ ■ ■ 

Ｐ ■ 

■ 

人

■ 

■ 

）Ｉ 
■ 

Ｐ ■ 

Ｆ■ ■ ■■ ■ ■■ 

広 Ｐ■ ■ 

Ｐ ■ 

Ｐ 

Ｌ ノ
D￣ 

■ 

■ ■ 

■■ ■■ ■一■

ＬＯＯＸＬ７０ 

Ｘ１．５０ 

1.00×１．８０ 

Ｘ１．５０ 

1.50ｘ２.Oｏ 

Ｘ１．５０ 

1.50ｘ２．３０ 

Ｘ1.50 

コン ２.“ 

２.典

．１２;6９ 

2.49 

4.48 

4.10 

５．１６ 

４．７２ 

鉄筋（kg） ５１．１４ 弱.1２ 80.00 8９．９５ 

クラヅシャラン（ｍ`） 0.麺 0.24 0.37 0.43 

型枠（扉） ８．１０ ８．４０ 10.50 11.40 



案内標識寸法表

１
１
］
函
］
１
０

豪ｃ：横麟方向

。：ｉｎ路方向

ｈ：濠吾

鐘：1．植栽等により視狸住を繭保できないおそれがある場合l」出幅(Ｃ）2.5ｍとする。

強

薊

|丈犬
|宇菖
|”き
’（画）

文

字

数

出幅

Ｃ 

(、）

擦璽の大きき

たてよ二

面

禎

Ａ×ＢｌＳ 

(、） (n丁）

梁材

ａｘＩｘｔ 

(、、）

支柱

ｂＸｌ×［ 

(耐、）

Ｈ 

(、）

、

(、）

Ｅ 

(、）

基画コンクリート

嚢ｃｘｄｘｈ

(、）

型

式

[固定］ 鏑要吊金具

（１０１） 

市町村

(紋章入）

20 ３４５ 釦鋤”１ＬＬ 錨蒟釦０００ 鋤釦釦ＬＬＬ ×ｘｘ 卯鋤釦０００ ８８８ ⑤一ウーワー×ｘｘ 蠅姻麺２２２ ×ｘｘ 的鯛鯛ゆり。 ５５５ ４４４ ×ｘｘ 姻岬岬６６６ ×ｘｘ ８８８ ９９９ ３３３ １１１ 。。。 鵡霞雷５５５ 釦釦釦ＬＬＬ ｘｘｘ 釦釦釦０００ ×ｘｘ 釦釦鋤０００ 
逆Ｌ型

逆Ｌ型

逆Ｌ型 ２２２ 
(101)(102-Ａ） 

併駿

3０ 

２０ 

1.00 

２５ ５９ 中●１０ 釦釦ＬＬ ×× 鋤印●● ００ 
2－○鯛.ｌＸ３．０釦×４．２ ○216.3ｘ6.450×４．５ 6.00 】、1４ Ｏ埒7５ 1.00ｘ１．７０Ｘ１．５０ Ｐ型 ４ 

(108-Ａ） 

(108の３） 却却釦鋤 伽釦叫釦ＬｚＬａ 釦鋤釦釦１１２２ ×××ｘ 沁扣釦印Ｌ１２２ 濁泌塊蛆〈凸〈』→Ｉ。’
２－゜101.6×3.050ｘ4.2

2-.139.8Ｘ4,600Ｘ３．５ 

２－゜165.2×4.050ｘ４．５

２－○190,7ｘ5,550ｘ５．３ 

６２１６．３ｘ6.850Ｘ５．８ 

６２６７．４Ｘ6.900Ｘ６．６ 

６３１８．５ｘ7.700ｘ６．９ 

妙318.5Ｘ7,700×６．９ 弱襲い、午いりの６６７７ Ｍ昭鯛鯛１１１１ 釦釦釦釦１１１ｌ ｘｘｘｘ 沁釦鋤劉１１２③】×ｘｘ× 伽的釦鋤１ＬＬＬ ”伽印釦１ＬＬＬ 型型型型ＰＦＦＰ ４４４４ 
立体交差嚢

示の子告撫

風

(108-Ａ） 

(10Ｗ)２－Ａ） 

(108の３）

(108の４） 叩釦卸釦１２Ｌ２ 卯”釦”１１２２ ×ｘｘｘ “駒佃い几１２２ “岨ねね３３６６ 
２－゜10】､６×3.050×４．２

２－｡l調.８ｘ4.600Ｘ３．５

２－｡】鰯.２×4,050Ｘ４．５

２－d190.7Ｘ5.550Ｘ５．３ ８６９９ ５６６６ ×××ｘ ”麹卸”ＲｕＲ）旬』ＰＪｘｘｘ× （⑪４缶＆】戸。（⑪→Ｉ（⑪⑤己０Ｊ戸、ＯＬ１△９』ワ』句③旬〕ハアムッムン▲ア 抑釦鋤釦６６６６ 副釦釦釦１１１ｌ ｘ××ｘ 沁帥釦釦ＬＬ鰹３×ｘｘｘ 切的釦釦１ＬＬＬ “仰釦釦１１１１ Ｍ塒鯛鯛ⅢＬＬＬ 型型型型ＰＦＦＦ 
４ 

４ 

４ 

４ 

立体交差表

示または

臣睦褒示の

楓壁

(108の２－Ａ）

(108の４） 、切釦卸 伽釦伽罰Ｌｚ１２ 馳卸鋤卸ＬＬ２２ ｘｘｘｘ 釦釦却却１１２２ 砺鵠略烟２２６６ 
2-○鯛.１ｘ3,050ｘ４．２

２－．】麺.８×4.550Ｘ３．５

２－゜139.8ｘ4.000ｘ４．５

２－○190.7ｘ5.550×５．３ 

｡216.3Ｘ5.650×５．８ 

゜216.3ｘ6,750×５．８

○318.5Ｘ7.300Ｘ６．９ 

゜３１８．５×7.350Ｘ６．９ 如釦霜霜６６６６ 脇叫餌聞しＬＬⅢ ”卵釦釦００１１ 釦副和知ⅡＬＬＬ ｘｘｘｘ 犯扣的調●■且■■の、Ｐ』⑤〃』×ｘｘ× 伽的釦副１１１１ 堂堂型型ＦＦＦＦ ４４４４ 
平面交蓬の

交差点案内

楓壁
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反射式標識用名称シート

照明式標識用標示板

魂二標鐡板の裏側または内鰯等'二上記内容を記入する。

文字の大きさは１０hｍを標鐘とする

納入者は製造メーカー
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【注）１．色は．漣を露色そめ園を白色とする．

２．懐用材……耳鋤櫨厚0.…

３．文字杖迫路律番号・笹理替号瞼Ｅ毎日の

指示'二上り作虚すること．(注）管理番号は路捜名一管理番号の頑とする

設置者 東京都

設置年月 昭和年月

納入者 ○○○（株）

管理番号

管理 ○○建設事務所

電話

設置 昭和年月

番号

施工 ○○○（株）
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画 道路標識台帳

整理番号

１
】
⑬
画
－

概臓種別 ① 案内２．轡戒３．呪iiリ型Ｉ 指示 TI;聯jVi増 東京柿○○lil1識JlliiH所 悴理工区箸 ○○工区

際ｊ1ｋ番号 ＩＤＢの午 板而ii2RldtllJ １及び雑腿｝＃造図

路線名

iim称ｉｕ路名

設謹鳩所

年月日

籾設

補修

極下商

捕造規格
板

ＵＵ格

寸法

材質

反射

材科

}工

趣3１１

現ｌ１ｊ

寸法

材焚

他の施設

に添架

主喪他方111 封睾狙一意憲一 隙（節Ｓ号）

一般都Ｘｕ灘（弟号）

華｢r菅悔柄jjL
藻大和 ＴＩｉｒ化若１戸;786

昭和６Ｚ年８月／５日

年月日

年月日

年月日

５，Ｚ千、、

、日 田、凧１１'（〃【）

ＺＺＣＣｘ ｚ８Ｃｏｘ ｚ１０ 

1．鯛板３．合成樹脂仮

② アルミ板ざＩ その他（）

1．非反111（文字・仮）３．封入レンズ（文字Ｍ１）

② ｶﾌﾞｾﾙﾚﾝｽﾞ(文字・板）‘１．１M１１ﾘ]式（内・外）
１．蹄０１１ ｡ P型

２．逆Ｌ４．逆』

支住妙ｅ１ａ５１Ｍ薊ｘ７５ＣｏｍＭ１ｘ６，９胴、（厚）

梁HZ-川５９，８噸ｘ千ＣＯｏｍｘ糸５薊風（〃）
1．合成側lIi破調鯛Fｆ２．アルミ

(5１ －雌鯛l1sFに､ＩＦ裟伺Fy7Fﾌｰｦｰｮｷﾞ).ペイント）

】 電柱３ 槻IHT歩illWi５．その他（）

２．１Ⅲ１，灯‘1．Iii号Mｉ

頓而肥戟（文字寸法３０ｃａｌ）

批漣趣所JLIb(因

O 
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避礎撫造図（鉄筋`，⑨ ．無）
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｢寶粟iT。鋼管寸法重量表

一般般構造用炭素鋼鋼管の寸法，重量及び断面性能表

0．８８５ 

OＢｐＢ 

１０ 

１１９ 

１．４１ 

．６８ 

１．７ロロ

２．１４ 

１．７ 

２．１８ 

１２ 

１５ 
１０ 

鋼管重量計算式Ｗ：管の重量（ｋg/ｉｎ）（１菌の網を７．８５９としたもの）

Ｗ-0.02466ｔ（Ｄ－ｔ）ｔ：管の厚さ（ｍ、）Ｄ：管の外径（ｍ、）

－１３３－ 

外径
、、

厚さ
皿、

単 位重量
kg/iｎ 

断面稲
函

断面２次
モーメント

Ｉｃ１ｉ 

断面係数
Ｚｃｍ 

断面2u)(半径
ｉｃｍ 

２１．７ ９３８ ●●● １２２ 
８ 

２０１ ９１３ ０１１ 
1１８２ 

１．４０２ 

１．６７２ 

0．５８５ 

０．６６９ 

０７６０ 

0．５３９ 

０．６１６ 

0．７０ ３１６ ０９７ ７６６ ●●■ ０００ 
２７２ ２２ ３８ １１ 

４１ 

６８ １２ 
７９９ 

１４６ １１ 
４１ 

６２ １１ 
０３ 

１９ ００ 
８８５ 

８６８ 

３４．０ ２３ ３２ １２ 
８０ 

４３ ２３ 
２９１ 

０９６ ２３ 
８９ 

７１ １２ 
７０ 

１８ １１ 
１２ 

０９ 

４２．７ ２２３ ３８５ ２２３ 
２９ 

７６ 

３８ ２３４ 
９１９ 

５１０ 

３２０ ５７８ 
９７ 

０２ 

３５ ２３３ 
８０ 

２９ 

９１ １１１ 
４３ 

４１ 

３９ 

４８．６ ２２３３ ３８２５ ２３３３ ３６８９ ６１５８ ３４４４ 
３４５ 

０２９ 

５６２ 

９５９ ８０１２ １１１ 
９ 

９６８７ ３４４５ ０６６２ ７３８２ １１１１ ４２１０ ６６６６ 
６０．５ ２２３３ ３８２８ ３３４５ ０８２１ ３９５３ ４５５６ 

２０３ 

０７３ 

７６０ 

７６９ ７１３７ １２２２ ８２７２ ５７７９ ９０４３ ８０８０ ２２２２ ６４３１ ００００ 
７６．３ ２３４ ８２２ ５５７ 

0８ 

７７ 

４７ ６７９ 
４６２ 

３４９ 

５３１ 

４３ 

４９ 

６２ ７２２ 
１１ 

１２ 

１６ ５９３ ２２２ 
６０ 

５９ 

５３ 

８９．１ ２２３４ ３８２２ ４５６８ ２６８９ ９９７７ ６７８１ １ 

２８９ 

５９１ 

６３６ 

２０ 

３７８ ●□● ９０９１ ５７７０ １ ３５７２ １１１２ ３９９７ ３３３３ ７５４１ ００００ 
１０１６ ３４ ２２ 

７ 

１０ 

７６ 

１ 

９ 

１２ 

８９２ 

８５ 

１２０ 

１５３ 

２３ 

３０ ６１ ３３ 
４８ 

４５ 

１１４．３ ２３４６ ８５５０ ７９２６ １１ 

０６ 

７５２０ ９２５０ １１２ ９８２１ ８１５４ 
１５３ 

１８７ 

２３４ 

３００ ６２１２ ２３４５ ７７０５ ３３３３ ４２９３ ９９８８ 
１３９．８ ３４６ ５５５ 

１１ 

１５ 

２１ ８０４ 
１４ 

１９ 

２７ 

９８ 

１３ 

２２ 

３４８ 

４３８ 

６０６ 

４９ 

６２ 

８６ ８７７ ４４４ 
８１ 

７９ 

７２ 

１６５．２ ４４５６ ０５００ ５７９３ １１１２ ９８８６ ０２５０ ２２２３ ５２６１ ２７１０ 
６５８ 

７３４ 

８０８ 

９５２ 

７９８ ●●● ９８７５ ７８９１ １ ５５５５ ０８７３ ７６６６ 
１９０．７ ５ ３ ２４ ２ ３０ ８７ l３３ｘ１０ １３９ ６ ６５ 

２１６．３ ４５８ ５８２ 
２３ 

３０ 

４２ ５１１ 
２９ 

３８ 

５３ 

９４ 

３６ 

６１ 

l６８ｘ１０ 

２１３×１０ 

２１９×１０ 

１５５ 

１９７ 

２６９ ７７７ 
４９ 

４５ 

３６ 

２６７．４ ６ ６ ４２ ４ ５４ 0８ ４６０×１０ ３４４ ９ ２２ 

３１８５ ６ ９ ５３ 0 ６７ ５５ ８２０×１０ ５１５ 11 ０ 



晒提出物一覧表
道路標識（片持式）提出物一覧表 部数は指示による

］
四
一

(注）※は材料品調書に計上されてないが検査員検査となる。

工種

様式番号 施工計画書

１０６号

承諾願

１０７号

ミルシート

１０７号

材料検査願

５号.109号

材料搬入調書

111号．112号

言[撮の報告書

１１４号

発生材報告審

117号.118号

工事完了届

4号・４号の２
その他

施工計画瀞 ○ 

構造図 ○ 

アンカー材料 ○ ○ ※ ○ 

鉄筋 ○ ○ ○ 

支柱類 ○ ○ ○ 吊金具含む

アルミ板 ○ ○ ○ 

補強材 ○ ○ ※ ○ 

吊材 ○ ○ ○ 

反射シー卜 ○ ○ 

レイアウト図 ○ 

スポット溶接 ○ 

溶融亜鉛メッキ ○ 

舗装材料 ○ ○ 

基礎材
Ｃ－４０ 

コンクリート

○ 

○ 

○ 

○ 

写真撮影計画書 ○ 

． ﾝクリート試験結果 ○ 

基礎工出来形図 ○ 

標識台帳 ３部提出

発生材 ○ 

完了届 晉禦0万
４号の２



むすび

道路標識は全国を結ぶ道路ネットワークの上に存在し，機能し

ている。わかりやすく，読みやすい表示，系統的で整合性のとれ

た案内が求められている。こうした観点からレイアウトを決め，

目標地を選択し，文字書体を使用して.設計が組上げられていく。

外国人にもわかりやすい表記方法としてローマ字，英文名など

も考慮しなければならない。埋設物があり，附属物があるなど道

路の状況から設置場所がなかなか確保できないなど，一本の道路

標識を建てるにはこうした，たくさんの条件を考慮し，選択し，

決定していく作業をしなければならないことになる。

又，こうした作業を通して，道路標識が建てられ，整備され，

全国の道路ネットワークが存在している。道路標識の重要性は，

その地域のそしてその社会の交通の重要度を反映している。本書

の作成にあたって，できる限り全般に触れ，詳細についてとりま

とめを試みたつもりである。

尚言い及ばない点や，疑問の残る所も多と残っていると思われ

る。標識を整備し，安全で快適な道路案内が行われるよう関係者

の努力を切望するとともにそうした方々の参考となれば幸いで

ある。

東京都北多摩北部建設事務所の蓑口係長さんに絶大な御協力と

御指導を頂きました。ここに感謝の意を表します。





資料１４

反射シートの見本

高輝度反射シート（カプセルレンズ型六角柱）

Ｉ 

２８７０ ２８７１ ２８７２ 

２８７５ ２８７７ 

封入レンズ型反射シート

■ 

２２９０ ２２７１ ２２７２ 

２２７５ ２２７７ 

－１３５－ 




